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（共同研究機関等） 

 
   

    

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成  年  月  日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

本研究プロジェクトは、珪藻類をモデル研究対象と位置付け、ケイ酸 BM をベースとした新

たな生物機能基材開発、およびそのための分子知見取得・技術基盤確立を目的とした。珪藻

は海洋に繁栄し、光と無機塩類のみで増殖する独立栄養生物である。その殻は酸化ケイ素

の非結晶性固体で出来ており、遺伝的に決定された種特有の幾何学的形状を有す。殻には

ナノメートル単位の整列腔が刻まれており、この材質と微細構造に基づいた次世代の光学・

電子材料の創成が期待できる。珪藻の BM は細胞と生体高分子の機能によるインテリジェン

トプロセスの究極例と言える。本研究では最終的な目的達成のために、次の（i）～（iii）の段

階的な目標を掲げた。（i）BM 原理を理解し、その数学的な理論化を行う。（ii）BM を制御する

技術基盤とこれに必要な基礎知見・解析法の深化・精密化を図る。（iii）理論、基礎技術・知

見に基づき、BM を利用した機能性基板・基材創成に向けた技術開発を行う。この目標に沿っ

て、以下の 2 つの研究テーマおよびサブプロジェクトに分けて研究を進めた。 

【テーマ 1】新たな機能を有する生物基材の設計理論の構築、および基材作製法の開発 

（１）ペプチドによる構造自己組織化の数学モデル化：珪藻に見られる整列構造形成をタンパ

ク質因子と反応環境の関数として数学的にモデル化する。（２）モデルの基板上での実証：数

学モデルの基板表面上の加工技術へ応用を試み、その結果をモデルの再構築に随時フィー

ドバックする。（３）細胞分泌系を用いて珪藻殻自身を機能基材化：珪藻殻はペプチド因子が

濃縮されたケイ酸と共に特殊な分泌性小胞により細胞外に分泌されて形成される。任意の機

能タンパク質を共分泌するよう工学的に改変した珪藻細胞を作出し、様々な機能を殻に埋め

込んだ表面提示珪藻を作製する。 

【テーマ 2】生物基材作製ツールおよび観測ツール充実化 

（１）顕微分光と走査プローヴ顕微（AFM）技術を複合したシリカ構造のその場観察技術開

発：ナノ構造形成の超微細観測を可能にするために、ブレークスルー的な分光学および顕微

観測技術を確立する。（２）細胞の性周期制御技術、遺伝子導入技術の充実化：珪藻細胞を

操作する手法の充実のため、細胞周期および性周期の制御機構を明らかにする。 

 このように珪藻をモデルとして、分野の垣根を越えた集中的アプローチを行うことによって、

複合的な技術基盤の醸成と波及効果の高い基礎知見の確立を行うこと、およびそのような研

究拠点を形成することが本研究プロジェクトの意義である。 
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（２）研究組織 

本プロジェクトの概略と組織を

図１に示す。 

この中で松田、金子、藤原、大

崎は定期的に意見交換を行い、

研究の統合を図っている。 

プロジェクトメンバーは合計 36

回のセミナーを開催した。また、プ

ロジェクト全体として、定期的な会

議を開催し、進捗状況の報告を

行った。 

研究代表者である松田が、日

本国内の分子珪藻研究会を主催

している。また、松田は国際分子

珪藻会議も主催し、2017 年度に

は日本に会議を誘致している。 

（３）研究施設・設備等 

神戸三田キャンパスⅣ号館 生命科学科教員研究室（726 ㎡） 使用者数： 23 人 

神戸三田キャンパスⅤ号館 生命科学科教員研究室(242 ㎡)  使用者数： 4 人 

神戸三田キャンパスⅣ号館 生命科学科共同実験室(72 ㎡)   使用者数： 26 人 

電場型フーリエ変換質量分析計（2013 年度導入） 利用時間： 100 時間 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

本プロジェクトでは、前半に各テーマおよび細目に基礎的な知見を蓄積し、後半にそれらを

有機的に結びつけ、新規機能基材開発の基礎を作ることを念頭に置いている。これまでに、

テーマ１およびテーマ２のそれぞれの細目において以下の取り組みを行った。 

【テーマ１】新たな機能を有する生物基材の設計理論の構築、および基材作製法の開発 

（１）ペプチドによる構造自己組織化の数学モデル化：●初期モデル試作（大崎）：珪藻殻内部

の精密なフラクタル構造形成の機構をモデル化するため、まずよりマクロな生物的システム

において、空間充填パターンが形成される数学モデルの構成と解析を行った。特に、ミツバチ

の巣形成および微生物の走性に付随するパターン形成を対象とした。微生物の走性に関す

る数理モデル（走化性・増殖系）について

は、その解の振る舞いに対して、ある限られ

た力学系に帰着することが示されたことか

ら、空間充填パターンはエネルギー極小解

として特徴付けられることが分かった（＊28, 

30, 125, 126, 162, 217, 325, 466, 526, 549, 

589, 731）。●また空間充填パターンと方程

式のパラメータとの関係も、シミュレーション

を行うことで解析した。ミツバチの数理モデ

ルについては、珪藻殻形成との類似性を念

頭に初期モデルを試作中である。その数理

モデルでは、１つの六角形パターンの形成

に成功している。複数の六角形が形成されるためには、ミツバチ同士の身体の大きさを考慮

するなどの改良が必要であると予想した（＊72, 163, 365, 530, 546, 548, 630, 694, 695）。また

この類推から、珪藻殻のセンターパターン形成においても、細胞膜におけるラフト構造の大き

さとその相互作用が鍵となることが予想できた。 

（２）モデルの基板上での実証（金子・松田）：●基板試作：細胞骨格に類似した機能を持つよ
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うな基本描画構造を半導体基板表面上に作

製した。基本描画構造を作製するに当たり、

化学的組成の異なる複数の化合物半導体材

料を対象に、最新のパターン加工法を導入し

た。材料としては III-V 族化合物半導体材料

の中からは GaAs-AlAs 系、IV 族半導体の中

からは SiC-Graphene である。GaAs-AlAs 系

材料の加工に関しては、金子らの新しい独自

プロセス“MBE-Litho”を用い、電子線を GaAs

半導体基板上の酸化膜（厚さ 1nm）に対して

直接描画により安定な耐熱性酸化膜（Ga2O3）

パターン形成後、超高真空下 MBE（Molecular 

Beam Epitaxy）プロセスにて選択的熱エッチング、或いは選択的 MBE 成長を行い、任意の周

期と深さで制御した描画構造を作製した（図２）（＊540, 690, 707)。また、SiC-Graphene に関し

ても、同様に独自開発した Si 蒸気圧エッチング法により、2000℃を超える高温超高真空環境

下で SiC 表面の原子配列を精密に整える技術（図３）（＊20-22, 70, 115, 116, 209-212, 

511-515, 534, 535, 539, 541, 648, 691, 693, 

706）と、その表面から Si だけを優先的に熱脱

離させ、残留した C 原子を１層グラフェンに自

己形成させる SiC 熱分解法を組み合わせ、ラ

ンダム性を有した整列基板を作製した（図４）

（＊23, 69, 71, 112-114, 117, 484, 627-629, 

649, 692）。●ペプチドのデザイン：基板に結

合する機能を有する、或いは溶液内で高次構

造を形成しうる人工的なケイ酸形成性ペプチ

ドをデザインした。珪藻殻から得られたシラフ

ィンペプチドを模倣し、珪藻の葉緑体型炭酸

脱水酵素の C 末端へリックス構造の中に、リ

シンあるいはアルギニンの規則的な正電荷構

造を、部位特異的点変異導入技術によって埋め込んだ。この人工遺伝子を大腸菌に形質転

換し、大腸菌内で大量発現させた。このようにして作った Cationized-Diatom Pyrenoid 

Forming Factor (以後 CDPF と呼称）（図５）を精製後このペプチドの水溶性ケイ酸との反応性

を見た。その結果、CDPF ペプチドはリシン型およびアルギニン型の両方が、溶液中でシラフ

ィンと同様に数百ナノメートルの球状シリカ構造を、中性、常圧、常

温環境下で、迅速に形成することが分かった。また、このへリックス

構造にもともと含まれる疎水クラスタ構造（図５紫部分）が、CDPF

ペプチド同士を引き付けている為に、より高い正電荷領域を生み

出し、シリカ BM 活性がシラフィンよりも高いことが示されている（＊

68, 208, 445, 616, 617, 720, 724, 725, 747）。 

（３）細胞分泌系を用いて珪藻殻自身を機能基材化（藤原・松田）：

●提示タンパク質の初期デザイン：珪藻殻形成ペプチド遺伝子は

珪藻殻へのタンパク質分泌シグナルをコードしている。このコード

領域を取得し、これを含めたベクタープラスミドを作成した（＊145, 

146, 188, 190）。●珪藻殻へ分泌する機能タンパク質の選択:珪藻殻に提示する機能タンパク

質として、大腸菌由来のβ-glucronidase (GUS)、クロコウジカビ、Aspergillus niger 由来の

glucose oxidase (GOX)、高度好熱菌 Pyrobaculum caldifontis 由来の protein disulfide 

isomerase (PDI)、α-amirase、超好熱菌 Pyrococcus furiosus 由来のキチナーゼおよび好熱
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菌 Sulfolobus solfataricus 由来のホスホトリエステラーゼ（PTE）等を選抜し（＊14, 27, 49-51, 

118, 121, 131, 133, 152, 161, 173, 218, 245, 246, 346, 406, 436, 517, 531, 542, 545, 554, 555, 

619, 622, 661, 670, 732）、これら遺伝子を珪藻殻への分泌シグナルの下流に挿入したプラス

ミドを作製し、海洋性珪藻 Thalassiosira pseudonana へ形質転換した。GUS および GOX につ

いては珪藻殻への発現を確認した（＊190, 191, 227）。さらに、ドラッグデリバリーシステムの

薬剤輸送担体として、珪藻を利用できる可能性がある成果を得た（図 6）(＊91）。T. 
pseudonana の被殻表面に抗体結合タンパク質（protein G の IgG 結合ドメイン）を発現させるこ

とにより、被殻を癌特異的抗体と結合させることに成功した。この被殻に抗がん剤を吸着さ

せ、癌細胞である神経芽腫およびリンパ腫の組織に作用させた結果、90%の癌細胞を死滅さ

せることに成功した一方、正常細胞には影響がないことが確認できた。また、腫瘍を有するマ

ウス 4 個体に、この珪藻ナノ粒子を投入した結果、腫瘍の退縮が見られた。これらの成果は、

低コストかつ安全なドラッグデリバリーシステムの

薬剤輸送担体として、珪藻細胞の利用が可能で

あることを示すものである。また、超好熱菌の分岐

鎖ポリアミン（ビスアミノプロピルスペルミジン）の

合成酵素を珪藻殻へ発現させたところ、珪藻の形

状が変化することが確認された。分岐鎖ポリアミン

が珪藻殻の組織化に影響を及ぼすことが示唆さ

れた。 

【テーマ２】生物基材作製ツールおよび観測ツール充実化 

（１）顕微分光と走査プローヴ顕微（AFM）技術を複合したシリカ構造のその場観察技術開発：

●珪藻殻のマイクロ・ナノメートル構造の解明と解析技術開発（佐藤・増尾）：基礎的情報を得

るため，顕微ラマン分光法を用いて生きた珪藻の各部位を測定・分析した。細胞の多くの部

位でクロロフィルによる蛍光バックグラウンドが強く観測され，シリカ構造の分析は困難であっ

た。AFM を用いた測定では、顕微鏡下において AFM 像と透過像、または蛍光像を同時測定

可能であり、その場観測技術として有用であることが示された。また、プラズモニックナノ構造

を用いることにより、回折限界を超えた蛍光像を測定可能であることが示された（＊34, 35, 82, 

84, 307, 471, 498, 502, 504, 506, 507, 521, 528, 558, 574, 576, 584, 653, 655, 658, 682, 702, 

734）。（＊8, 9, 140, 141, 175, 176, 221, 265, 266, 311, 312, 328, 354, 355, 390, 391, 396, 397, 

399, 400, 401, 478, 491, 563, 569-571, 593, 594, 611-613, 635-637, 640-643, 696-698, 

712-719, 721, 722, 736, 746）。珪藻の構成要素のうち，オイル成分は影響を受けずに分析で

きるため，統計解析技術を用いてオイルの構成成分，すなわち鎖長と二重結合数の異なる

脂肪酸鎖を定量的に分析する技術の開発に成功した。珪藻１細胞を解析でき，特定オイル

成分の製造能力に優れた個体の探査と選択的培養が可能となった。次にアミラーゼ発現優

良株の選別を目指した。細胞周辺での糖化反応を定量分析する。本研究期間内に，デンプ

ン，マルトース，グルコースを個別に，１ µm3 以下の容量で，～1 g/L の定量精度で分析する

技術の開発に成功した。 
（２）細胞の性周期制御技術、遺伝子導入技術の充実化（田中・今岡・平井・松田）：●珪藻細

胞分子ツールの開発：条件選択的な外挿遺伝子発現系を構築するために、珪藻の硝酸還元

酵素（NR）、鉄応答タンパク質、CO2 応答タンパク質等の遺伝子のプロモーターを取得し、珪

藻形質転換における外挿遺伝子発現に応用した（＊18, 42, 44, 108-110, 181, 194, 201, 326, 

537, 596, 603, 615, 704, 705, 726）。さらに、遺伝子の発現制御に重要なプロモーターの解析

ツールとして、遺伝子座特異的クロマチン免疫沈降法の確立を試みた。最終的には、珪藻の

遺伝子座特異的結合タンパク質の同定法の確立を目指し、今回、分裂酵母のテロメア領域

を 用 い て engineered DNA-binding molecule-mediated chromatin 
immunoprecipitation (enChIP) 法からなる遺伝子座特異的クロマチン免疫沈降法の確

立を試みた。その結果、分裂酵母のテロメア領域を特異的に単離することに成功した（＊130, 
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169, 289, 291, 292, 327, 337-339, 377, 394, 417, 467, 476, 527, 550-552, 600, 601, 671, 672）。

今後、珪藻への適応を検討できる段階まで至った。一方、珪藻の相同組換系を構築するため

に、TALEN 技術および CRISPR/Cas9 系の実用を試みた。その結果、TALEN 技術を珪藻細

胞へ導入することに成功し、ノックアウト体を得るまでのワークフローを確立した（図 7）(＊

10）。●珪藻細胞周期および細胞性周期の分子プローヴによる分析：珪藻細胞の性周期を

制御する技術を確立するために、珪藻 Phaeodactylum tricornutum のピリミジン塩基合成代

謝系のウラシル合成酵素（PtUMPS）遺伝子の

ゲノム上の配列を確認し、機能不全アリルを含

んだヘテロ接合体であることを確認した。この

遺伝子の有性生殖を仮定した場合、生殖によ

っ て 起 こ る ア リ ル の 組 換 に よ り 起 こ り う る

PtUMPS ホモ機能不全体を、UMPS が働かない

変異体で一般的に見られる 5-fluoroorotic acid 

(5-FOA)耐性を指標に選抜する手法を確立し、

P. tricornutum において PtUMPS アリルの組換

を定量する手法を確立した。減数分裂特異的

な相同組換因子と考えられる Dmc1 のホモログ

を RNA 干渉法によって発現阻害し、PtUMPS ア

リル組換効率が大幅に低下することを確認し、

珪藻有性生殖の分子マーカーによる同定技術

を確立した（＊179, 184, 192, 193, 222, 228, 229, 

479, 483, 510, 595, 727）。●珪藻の増殖効率を

高める基礎技術として、光合成系に無機炭素を

効果的に送り込む分子機構ならびに炭素固定

の中核を担うオルガネラであるピレノイド等の

基礎生理を明らかにした（＊1, 2, 12, 16, 19, 90, 107, 111, 144, 148, 150, 183, 187, 207, 232, 

233, 237, 252, 298, 326, 424, 448, 473, 482, 586, 597, 606, 614, 689, 723, 733）。まず、無機炭

素を効果的に細胞内ならびに葉緑体内へ送り込む分子機構においては、3 つの細胞膜局在

型無機炭素輸送体の機能同定に初めて成功した。珪藻 P. tricornutum のゲノム上にある、

solute carrier protein (SLC)ファミリー遺伝子のうち、PtSLC4-1、PtSLC4-2、PtSLC4-4をそれ

ぞれ P. tricornutum 細胞で過剰発現した結果、細胞の無機炭素輸送活性および光合成親和

性が大幅に上昇した。さらに、これらタンパク質の無機炭素輸送活性は、現海水環境におい

て、最大の活性を示したことから、これらのタンパク質が細胞膜上で海水から重炭酸イオンを

ナトリウムイオン依存的に取り込む輸送体であることが初めて分かった（＊3, 158, 258, 

299-301, 313, 374, 405, 408, 409, 446, 447, 449, 472, 474, 481, 536, 597, 604, 605）。次に、上

記の輸送体を介して獲得した無機炭素は、細胞内の各所に効果的に配置されたカーボニッ

クアンヒドラーゼ（CA）の触媒作用によって、細胞内流路が制御され、効率良く炭酸固定酵素

Rubisco に供給される。Rubisco は、ピレノイドに高密度に集積していることが知られており、ピ

レノイドは、炭素固定の中核を担うオルガネラであると考えられるが、一部のチラコイド膜が

貫通する構造を取っていることなどを除けば、ピレノイドに局在するタンパク質ならびに生化

学的構造は不明であった。そこで、ピレノイド局在型タンパク質を網羅的に探索するため、ピ

レノイド局在型 CA であるβ型 CA あるいは Rubisco との感光架橋を行い、各抗体を用いた免

疫沈降後、電場型フーリエ変換質量分析計を利用した。その結果、複数のピレノイド局在型タ

ンパク質候補の同定に成功し、これらのうち 2 つのタンパク質に着目し解析を進めた。1 つ目

は、ヒトの陰イオン輸送体のホモログ因子であり、珪藻細胞内局在解析の結果、葉緑体チラ

コイド膜上に局在していたことから、チラコイド内腔への無機炭素供給を担っていると考えら
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れ、さらに、光化学系の維持機構にも深く関与している可能性を示唆する結果を得た（＊

403）。2 つ目は、ピレノイドの形態維持機構に関与する可能性がある因子であり、殻や膜を有

さないとされてきたこれまでの定説を覆す可能性がある発見となった（＊257, 275, 310, 314）。

また、ピレノイドを貫通するチラコイド内に特異的に局在する CA の同定にも成功した。この

CA は、システイン（Cys）とグリシン（Gly）、ヒスチジン（His）に富むドメイン（CGHR ドメイン）を

有し、これまでに同定されているどのタイプの CA とも相同性を示さなかったことから、新規タ

イプの CA として、θ型 CA（Ptθ-CA1）と命名した。実際に、Ptθ-CA1 を過剰発現あるいは

RNA 干渉によるノックダウンを行ったところ、珪藻細胞の光合成親和性および細胞生育速度

に影響を与えることが確認できたことから、珪藻細胞の無機炭素固定に非常に重要な役割を

担っていることがわかった（＊17, 375, 384, 473, 538, 614）。●ケイ酸以外の BM 現象に関する

基礎知見として、哺乳類の骨形成におけるリン酸カルシウム固体形成の基礎知見を得た。そ

の結果、アスコルビン酸、β-グリセロリン酸ナトリウム、および高濃度塩化カルシウムを含む

培地の、気相－液相境界面培養が特定部位の軟骨石灰化および硬骨への置換を誘導した

（＊77, 609）。また、哺乳類においてリン酸カルシウム固定を行う細胞が生み出される機構を

詳しく解析した。その結果、細胞内蛋白質である syntaxin-4 が細胞外に提示されると能性細

胞中の PI3K シグナルが抑制され、これを契機に骨芽細胞のもとになる中胚葉が出現するこ

とが明らかになった（＊7, 31, 78, 165, 262, 340, 341, 376, 393, 433, 459, 468, 469, 599, 607, 

673, 677, 740, 744）。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

以下に概要をまとめるように、珪藻 BM を利用する機能基材の作成、またこれに資する珪

藻機能の分子レベル研究が関西学院大学を中心として着実に進んでいる。また、“研究成果

の公開状況”にも示すように、そのような研究情報を交換するための全国集会である「分子珪

藻研究会」の組織化も松田が進めており、本研究分野における日本で唯一の拠点が、本プロ

ジェクトを嚆矢として形成された。これは、国際会議 Molecular Life of diatoms が本邦で 2017

年に開催されることが決定したことからも明らかである。 

具体的な研究成果として、いくつかの優れた結果が得られた。まず、テーマ１において、生

物的な固体構造を空間充填的に形成する数学モデルがマクロなレベルで構築された。今後ミ

クロ・ナノレベルのモデルへの発展が期待される。また、タンパク質やペプチドなどのソフトマ

ターと親和性を有する、SiC 或はグラフェンなどを構造化する新しい表面微細加工法を確立

し、その技術に基づく基板の試作に成功した。このような基板構造中に空間充填的な構造を

作りうる人工ペプチドの試作および珪藻細胞そのものを基材化する試験にも成功した。次

に、テーマ２においては、珪藻細胞自体の分子ツールとしての機能を高めるための基礎研究

に進展があった。特に、海水からの無機炭素輸送体や葉緑体内の重要な新規酵素が初めて

同定され、珪藻の増殖に直接かかわる一次生産（光合成）を増強する技術への応用が期待

される。 

 

＜課題となった点＞ 

特に中間報告に於いて課題を指摘されず、本プロジェクトの達成度は高いと考えている。し

かしながら、数学モデルのミクロ・ナノ化や、それぞれの技術および知見の連携は未完成で

ある。基板上のシリカ構造形成実験が、今後、必然的に数学モデルのミクロ・ナノ化につなが

って行くものと考える。研究者同士の合同セミナーが自発的に起こっており、連携体制が出来

たと考えている。微細構造の、その場モニタリングシステムについても技術的な進展が数多く

あったが、大きなブレークスルーには至っていない。これも基板上のシリカ構造形成実験が

進むことにより、ケイ酸の固体構造の特異的シグナルを取り出す技術開発につながると考え

ている。総じて、基盤技術の蓄積は順調に進んだものと判断している。また、若手研究者も本
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事業を通じて 15 名巣立っており、人材育成にも貢献した。社会貢献として報告会を兼ねたオ

ープンセミナーを 2 回、および近隣私学を含めたオープンセミナーも 5 回行っている。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

 学内評価体制として、関西学院大学研究推進社会連携機構内に私立大学戦略的研究基盤

形成支援事業の評価委員会が設置されており、事業３年目である平成２６年度に中間評価を

受けた（別紙１参照）。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

目標を概ね満足する成果が得られ、多くの論文や学会発表にて成果の報告ができた。各

プロジェクト細目が有機的に連携するための基礎が確立したと判断している。また、学内評価

体制として、関西学院大学研究推進社会連携機構内に私立大学戦略的基盤形成支援事業

の評価委員会が設置されており、平成 26 年度に中間評価を受けた。また、2014 年 11 月 30

日に外部識者を評価委員として迎えた中間報告会をシンポジウム形式で開催した。2016 年

12 月 10 日には外部評価委員を迎えた最終報告会をシンポジウム形式で開催した。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

 本研究によって、様々な異分野間の学際的共同研究関係が多く構築された。また、世界の

珪藻分子レベルの研究会も近々に神戸で開催される。10 カ国以上から延べ 150 名以上が集

まる会議になる予定であり、さらに珪藻という特殊な微生物を対象とした分子レベルの材料

研究が進むと考えられる。また、本邦においてもこのような活動への注目が多く集まってい

る。材料開発としては、珪藻をの殻をそのまま機能素子化する研究に進展があったため、とり

わけここに本プロジェクト成果の展開が見込まれると考えている。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

業績に示すように 30 件の関連特許申請がある。また、4 件のプレスリリースがある。企業と

の連携も盛んにおこなわれており、富士化学株式会社とは知財連携を含め（特許第 5311806

号：バイオシリカ製造法、およびバイオシリカ固定基板の製造法など)シリカ系機能基材の実

用化に向けて共同体制を構築している。一方、学術的な側面として、分子科学と珪藻をキー

ワードとする全国的な研究会を松田が組織し、識者を招集して 2013 年 12 月より１年ごとに全

国会議を開催している。また、松田は 2012 年より隔年開催の国際シンポジウムである The 

Molecular Life of Diatoms の国際評議委員および主催者であり、本年 7 月 9 日より 4 日間の

本会議を神戸で開催する。このように本研究分野の日本及び世界的拠点を関西学院大学中

心に形成しつつある。本プロジェクトに雇用された若手研究者の中には、研究者の他、技術

移転分野へ進出したものもあり、裾野の広い若手育成ができている。また、関西大、同志社

大、立命館大などの近隣私学と、生命系セミナーを定期開催し、各校の戦略プロジェクトとの

情報交換も盛んに行った。このセミナーはオープンであり、高校生や一般にも公開された。関

学で開催したときには、ニュースゼロの村尾信好キャスターをパネリストとして招聘し、本プロ

ジェクトの成果と共に、技術が創る未来社会をテーマに活発な議論がなされた。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）     珪藻           （２）バイオミネラリゼーション（BM）  （３）  数学モデル     

（４）    SiC 基板加工      （５）    グラフェン          （６）  ペプチド       

（７）   構造自己組織化      （８）  単一分子蛍光検出      
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１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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K, Takita T, Yasukawa K. Enhanced detection of RNA by MMLV reversetranscriptase coupled with 
thermostable DNA polymerase and DNA/RNA helicase. RNase H2016（京都）2016 年 9 月 

287. 石井友理、赤坂直紀、佐古田久雄、秀瀬涼太、安部達明、兼崎友、石川森夫、貝沼（岡本）章子、藤原伸

介 次世代シーケンサーを用いた酢酸菌 Komagataebacter europaeus 由来転写因子 Lrp の標的遺伝子の

網羅的探索 NGS 情報をどう活かすか、基礎から応用まで（東京）2016 年 9 月 
288. Fujiwara S. Properties of branched-chain polyamines (BCPA) in thermophiles and enzyme characteristics of 

BCPA synthase. 4th Intenational Conference on Polyamines: Biochemical, Physiological and Clinical 
Perspectives（Roma, Italy）2016 年 9 月 

289. ＊田中克典 SUMO 翻訳後修飾による染色体末端テロメア長制御 第 89 回 日本生化学会大会（仙台）

2016 年 9 月（招待シンポジウム講演） 
290. Tanaka K. Regulation of telomere by SUMOylation in fission yeast. ICY2016(14th International Congress on 

Yeasts) (Hyogo, Awaji) 2016 年 9 月 
291. ＊浜野有希、坂井俊介、田中崇嗣、生駒明弓、林亜紀、田中克典 分裂酵母 Mrc1 の SCF 依存的タンパク

質分解機構 第 49 回酵母遺伝学フォーラム（舞子）2016 年 9 月 
292. ＊刈谷真子、渡辺千晶、Venny Santosa、林亜紀、鐘巻将人、田中克典 出芽酵母を用いた分裂酵母

MCM-BP の機能解析 第 49 回酵母遺伝学フォーラム（舞子）2016 年 9 月 
293. 大黒亜美、今岡進 アラキドン酸及びドコサヘキサエン酸代謝における P450 及びエポキシド加水分解酵素

の生理機能解析 P450 と UGT/SULT 勉強会（平成 28 年度内外環境応答・代謝酵素研究会）（静岡）2016
年 9 月 

294. 小泉範尚、高田広樹、内貴博之、増尾貞弘 金属コート AFM チップによる単一量子ドットの多光子発光増

強メカニズムの解明 2016 年光化学討論会（東京）2016 年 9 月 
295. 宮本祐弥、鈴木充朗、荒谷直樹、山田容子、増尾貞弘 結晶状態におけるアセン系ジケトン前駆体の光変

換 2016 年光化学討論会（東京）2016 年 9 月 
296. 辻井直哉、増尾貞弘 PbS 量子ドット太陽電池 -PbS の表面処理とデバイス特性の相関- 2016 年光化学

討論会（東京）2016 年 9 月 
297. 内貴博之、高田広樹、小泉範尚、増尾貞弘 銀コート AFM チップを用いた単一量子ドットの多重励起子発

光制御 2016 年光化学討論会（東京）2016 年 9 月 
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298. ＊Matsuda Y. The biophysical CO2-concentrating mechanism in marine diatoms - diversity of components 

and convergent aspects in function. The 9th International Symposium on Inorganic Carbon Utilization by 
Aquatic Photosynthetic Organisms（Cambridge, UK）2016 年 8 月 (招待講演) 

299. ＊Tsuji Y, Matsuda Y. Distribution of solute carrier (SLC) transporters-dependent bicarbonate uptake in 
pennate and centric marine diatoms. The 9th International Symposium on Inorganic Carbon Utilization by 
Aquatic Photosynthetic Organisms（Cambridge, UK）2016 年 8 月 

300. ＊Matsui H, Matsuda Y. Aquaporins in two marine diatoms, Phaeodactylum tricornutum and Thalassiosira 
pseudonana and the function of plasmamembrane type component. The 9th International Symposium on 
Inorganic Carbon Utilization by Aquatic Photosynthetic Organisms（Cambridge, UK）2016 年 8 月 

301. ＊Nakajima K, Iwayama K, Ohashi H, Matsuda Y. Two CO2-responsive proteins, PtSLC4-1 and PtSLC4-4, 
critical for HCO3

- acquisition from seawater in the marine diatom Phaeodactylum tricornutum. The 9th 
International Symposium on Inorganic Carbon Utilization by Aquatic Photosynthetic Organisms（Cambridge, 
UK）2016 年 8 月 

302. Morishita M, Matsuda Y. Development of an intracellular inorganic carbon nanosensor based upon 
fluorescent-resonance-energy-transfer, FRET. The 9th International Symposium on Inorganic Carbon 
Utilization by Aquatic Photosynthetic Organisms（Cambridge, UK）2016 年 8 月 

303. 濱川匡史、秀瀬涼太、藤原伸介 超好熱性アーキア Thermococcus kodakaraensis における分岐鎖ポリアミ

ンにより制御される遺伝子の網羅的同定 日本 Archaea 研究会第 29 回講演会（東京）2016 年 7 月 
304. 木村成吾、秀瀬涼太、Wiharudja GA、Tse KM、溝端栄一、井上豪、藤原伸介 分岐鎖ポリアミン合成に関

与するアミノプロピル基転移酵素の反応機構 日本 Archaea 研究会第 29 回講演会（東京）2016 年 7 月 
305. 大黒亜美、八木英里奈、小林之乃、今岡進 ビスフェノールＡによるニトロシル化を介した脳神経系への影

響解析 第 43 回日本毒性学会学術年会（愛知）口頭発表 2016 年 7 月 
306. Matsuyoshi H, Ogawa N, Taketani A, Yoshimura N, Sato H. Raman study for the cheng of property of drg 

neurons the urinary bldder. SPEC2016（Montreal Canada）2016 年 6 月 
307. ＊Sato H, Meksiarun P, Matsuyoshi H, Andriana B, Huck C, Maeda Y, Wada S. Raman Imaging Techniques 

for medical application. SPEC2016（Montreal Canada）2016 年 6 月 
308. Masuo S. Direct observation of multiphoton emission enhancement from a single colloidal quantum dot using 

a silver-coated AFM tip. 1st International Symposium on Photosynergetics（大阪）2016 年 6 月 
309. 木村奈々恵、杉山俊樹、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutum における無機リン

酸輸送体の同定 第 7 回日本光合成学会年会およびシンポジウム（東京） 2016 年 5 月 
310. ＊大久保亮介、菊谷早絵、辻敬典、松田祐介 in vivo 感光架橋技術を用いた海洋性珪藻の新規ピレノイド

因子の探索 第 7 回日本光合成学会年会およびシンポジウム（東京）2016 年 5 月 
311. ＊Naiki H, Takata H, Koizumi N, Masuo S. Control of multiple exciton relaxation in a single quantum dot 

using a metal-coated AFM tip. The 9th International Conference on Quantum Dots（Jeju, Korea）2016 年 5 月 
312. ＊Takata H, Naiki H, Koizumi N, Masuo S. Direct observation of multiphoton emission enhancement from a 

single colloidal quantum dot using plasmonic nanostructure. The 9th International Conference on Quantum 
Dots （Jeju, Korea）2016 年 5 月 

313. ＊辻敬典、Anggara Mahardika、 松田祐介 海洋性珪藻における無機炭素獲得モードの比較解析 日本

植物生理学会第 57 回年会（盛岡）2016 年 3 月 

314. ＊森島菜摘、菊谷早絵、松田祐介 Isolation of novel pyrenoidal component from the marine diatom, 
Phaeodactylum tricornutum 日本植物生理学会第 57 回年会（盛岡）2016 年 3 月 

315. 福地庸平、杉山俊樹、木村奈々恵、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻リン酸輸送体候補タンパク質 日本

植物生理学会第 57 回年会（盛岡）2016 年 3 月 
316. 石井友里、東久保遥、赤坂直紀、秀瀬涼太、佐古田久雄、藤原伸介 高効率オウトウショウジョウバエ捕

虫器の開発 日本農芸化学会 2016 年度大会（札幌）2016 年 3 月 
317. 秀瀬涼太、山岡裕梨、藤原伸介 超好熱性アーキア Thermococcus kodakaraensis の低温発現誘導機構 

日本農芸化学会 2016 年度大会（札幌）2016 年 3 月 
318. 川戸克展、藤原綾子、秀瀬涼太、保川清、藤原伸介 超好熱性アーキア Thermococcus kodakaraensis 由

来 SF2 ヘリカーゼの機能解析 日本農芸化学会 2016 年度大会（札幌）2016 年 3 月 
319. 木村成吾、Tse CKM、秀瀬涼太、溝端栄一、井上豪、藤原伸介 超好熱性アーキア Thermococcus 

kodakaraensis 由来分岐鎖ポリアミン合成酵素の構造と機能 日本農芸化学会 2016 年度大会（札幌）2016
年 3 月 

320. 内貴博之、高田広樹、小泉範尚、増尾貞弘 金属コートプローブと相互作用した単一半導体量子ドットに

おける多重励起子緩和の定量的解明 日本化学会第９６春季年会（京都）2016 年 3 月 
321. 小泉範尚、高田広樹、内貴博之、増尾貞弘 金属コート AFM チップを駆使した単一 QD の多重励起子緩
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和制御 日本化学会第９６春季年会（京都）2016 年 3 月 

322. 辻井直哉、増尾貞弘 PbS 量子ドット太陽電池の作製 -PbS の異なる表面修飾基によるデバイス特性比較

- 日本化学会第９６春季年会（京都）2016 年 3 月 
323. 宮本祐弥、鈴木充朗、荒谷直樹、山田容子、増尾貞弘 単一結晶レベルでのペンタセン前駆体の光変換

-光変換に伴う結晶の形状変化- 日本化学会第９６春季年会（京都）2016 年 3 月 
324. 内貴博之、高田広樹、小泉範尚、増尾貞弘 第 63 回応用物理学会春季学術講演会（東京）2016 年 3 月 
325. ＊ Nakaguchi E, Osaki K. L_p-estimates and regularity for global solutions to an n-dimensional 

parabolic-parabolic chemotaxis system with sub-quadratic production. International Workshop on 
Mathematical Analysis of Chemotaxis (iWMAC)（Tokyo, Japan）2016 年 2 月 

326. ＊Matsuda Y. Light and CO2/cAMP signal crosstalk on the promoter elements of two chloroplastic 
β-carbonic anhydrase genes in the marine diatom Phaeodactylum tricornutum. EMBP/EMBL Symposium: A 
new Age of discovery for Aquatic Microeukaryotes（EMBL Heidelberg, Germany）2016 年 1 月 

327. ＊Ningtyas MP、藤澤志帆、在田朋晃、林亜紀、田中克典 SUMO 化による分裂酵母テロメア長制御機構

の解明 第 33 回 染色体ワークショップ、第 14 回 核ダイナミクス研究会（宮城）2016 年 1 月 
328. ＊Masuo S. Direct observation of multiphoton emission enhancement from a single quantum dot using 

plasmonic nanostructures. International Conference on Materials for the Millennium（Kochi, India）2016 年 1
月（招待講演） 

329. 増尾貞弘 プラズモニックナノ構造を駆使した多重励起子ダイナミクス制御第 2 回 OCU 物質科学フロンティ

アシン（大阪）2016 年 1 月（招待講演） 
330. Hidese R, Fujiwara S. Cysteine desulfurase, a key enzyme for thriving outside solfataric environment in a 

hyperthermophilic archaeon, Thermococcus kodakaraensis. PACIFICHEM2015（Honolulu，USA）2015 年 12
月 

331. Hidese R, Fujiwara S. Cysteine desulfurase, a key enzyme for thriving outside solfataric environment in a 
hyperthermophilic archaeon, Thermococcus kodakaraensis. PACIFICHEM2015（Honolulu，USA）2015 年 12
月 

332. Ishii Y, Akasaka N, Sakoda H, Fujiwara S. Unique property of acetic acid bacteria conferred by a specific 
regional deletion in a leucine responsive regulator. PACIFICHEM2015（Honolulu，USA）2015 年 12 月 

333. Fujiwara A, Yasukawa K, Fujiwara S. Enhancing effect of thermostable archaeal helicase on the PCR. 
PACIFICHEM2015（Honolulu，USA）2015 年 12 月 

334. 藤原綾子、保川清、秀瀬涼太、藤原伸介 耐熱性ヘリカーゼを利用した高精度拡散検出技術の開発 第

38 回分子生物学会年会 第 88 回日本生化学会大会 合同大会（神戸）2015 年 12 月 
335. 高楽、藤原伸介 超好熱性アーキアの低温誘導型分子シャペロニンの役割 第 38 回分子生物学会年会

第 88 回日本生化学会大会 合同大会（神戸）2015 年 12 月 
336. 藤原伸介 好熱菌（耐熱性酵素）の低温適応機構第 38 回分子生物学会年会 第 88 回日本生化学会大会

合同大会（神戸）2015 年 12 月ポジウム（大阪）2016 年 1 月（招待講演） 
337. ＊Ningtyas MP, Fujisawa S, Arita T, Tanaka K. Pli1, an E3 Ligase for Tpz1 SUMOylation in Telomere 

regulation, interacts with Rif1 in fission yeast. BMB2015（神戸）2015 年 12 月 
338. ＊刈谷真子、Venny Santosa、鐘巻将人、田中克典 分裂酵母 MCM 結合タンパク質 Mcb1 の機能解析

BMB201（神戸）2015 年 12 月 
339. ＊浜野有希、坂井俊介、田中崇嗣、田中克典 分裂酵母 Mrc1 タンパク質の SCF 依存的タンパク質分解機

構の解明 BMB2015（神戸）2015 年 12 月 
340. ＊Kadono N, Hirai Y. Regulation of syntaxin4-triggered epidermal cornification by heparinoid and a 

synthetic peptide. ASCB annual meeting（USA）2015 年 12 月 
341. ＊Hagiwara N, Hirai Y. Spontaneous expression of extracellular Syntaxins perturbs stemness in embryonic 

stem cells. ASCB annual meeting（USA）2015 年 12 月 
342. Tagawa T, Hirai Y. Extracellular epimorphin triggers differentiation of embryonic carcinoma P19CL6 cells 

into ventricular cardiomyocytes. ASCB annual meeting（USA）2015 年 12 月 
343. 金尚燃、大黒亜美、今岡進 酸化ストレスにおけるアクアポリンの役割 第 38 回日本分子生物学会年会、

第 88 回日本生化学会大会 合同大会（神戸）2015 年 12 月 
344. 山中秀剛、箕浦洋介、小林之乃、大黒亜美、今岡進 酸素濃度変化におけるストレス応答の検討 第 38

回日本分子生物学会年会、第 88 回日本生化学会大会 合同大会（神戸）2015 年 12 月 
345. 大黒亜美、今岡進 高グルコース条件下における可溶性エポキシド加水分解酵素 (sEH) の転写制御機

構の解明 第 38 回日本分子生物学会年会、第 88 回日本生化学会大会 合同大会（神戸）2015 年 12 月

346. ＊八木英里奈、福原美穂子、大黒亜美、今岡進 BisphenolA (BPA) 及びその類縁体がラット副腎髄質由

来褐色細胞腫（PC12 細胞）の神経突起伸長に及ぼす影響と構造-活性相関の検討 第 38 回日本分子生

物学会年会、第 88 回日本生化学会大会 合同大会（神戸）2015 年 12 月 
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347. 小林之乃、新銀健太、大黒亜美、今岡進  BPA やその類縁体が HIF-1alpha の量を減少させるメカニズム

第 38 回日本分子生物学会年会、第 88 回日本生化学会大会 合同大会（神戸）2015 年 12 月 
348. Sato H, Moor K, Meksiarun P, Ishigaki M, Maeda Y. Rama spectroscopy for live cells and tissues. 

Pacifichem2015（Honolulu, Hawaii）2015 年 12 月（招待講演） 
349. Andriana BB. Taketni A, Sato H. Raman spectroscopy – observed a single colorectal adenocarclinoma in 

living animal. Pacifichem2015（Honolulu, Hawaii）2015 年 12 月 
350. Andriana BB, Sato H, and Miyoshi. FT-IR 3000M for studying the phosphodiester group distribution in some 

tumor. Pacifichem2015（Honolulu, Hawaii）2015 年 12 月 
351. Taketani A, Andriana BB, Sato H. Raman monitoring of anticancer drug effect in live mouse model. 

Pacifichem2015（Honolulu, Hawaii）2015 年 12 月 
352. Hashimoto K, Kudoh SN, Sato H. Raman study for monitoring the development of neuronal cell vitro. 

Pacifichem2015（Honolulu, Hawaii）2015 年 12 月 
353. Ferreira R, Masuo S. Photocurrent enhancemnet of colloidal quantum dot solar cell surface treatment. 

PACIFICHEM2015（Honolulu, USA）2015 年 12 月 
354. ＊Miyamoto Y, Oe M, Aotake T, Suzuki M, Yamada H, Masuo S. Photoconversion of pentacenediketone 

derivative in the crystalline phase -shape change of single crystals during the photoconversion. 
PACIFICHEM2015（Honolulu, USA）2015 年 12 月 

355. ＊Takata H, Masuo S. In situ observation of enhancement of multiphoton emission from a single colloidal 
quantum dot using a silver-coated AFM tip. PACIFICHEM2015（Honolulu, USA）2015 年 12 月 

356. Tsujii N, Masuo S. Fabrication of PbS colloidal quantum dot solar cell -relationship between photovoltaic 
performance and surface modification. PACIFICHEM2015 (Honolulu, USA) 2015 年 12 月 

357. Masuo S, Takata H. Control of multiexciton dynamics in a single quantum dot using plasmonic 
nanostructures. PACIFICHEM2015（Honolulu, USA）2015 年 12 月 

358. 濱川匡史、秀瀬涼太、藤原伸介 超好熱性アーキア Thermococcus kodakaraensis における分岐鎖ポリアミ

ンにより制御される遺伝子の網羅的同定 第 16 回極限環境生物学会年会（品川）2015 年 11 月 
359. 秀瀬涼太、Carmen TKM、木村成吾、溝端栄一、井上豪、藤原伸介 超好熱性アーキア Thermococcus 

kodakaraensis 由来分岐鎖ポリアミン合成酵素の構造と機能 第 16 回極限環境生物学会年会（品川）2015
年 11 月 

360. 秀瀬涼太、Carmen TKM、木村成吾、溝端栄一、井上豪、藤原伸介 超好熱性アーキア Thermococcus 
kodakaraensis 由来分岐鎖ポリアミン合成酵素の構造と機能 日本ポリアミン学会第 7 回年会（京都）2015
年 11 月 

361. 宮本祐弥、鈴木充朗、荒谷直樹、山田容子、増尾貞弘 結晶状態のおけるペンタセンジケトン誘導体の光

変換 –光変換に伴う結晶の形状変化－ NAIST 異分野融合ワークショップ 有機太陽電池開発の現状と

展望（奈良）2015 年 11 月 
362. 辻井直哉、増尾貞弘 PbS/TiO2 量子ドット太陽電池の特性評価 -PbS の表面処理とデバイス特性の相関-

NAIST 異分野融合ワークショップ 有機太陽電池開発の現状と展望（奈良）2015 年 11 月 
363. 増尾貞弘 顕微蛍光分光法によるイオンペア生成効率評価 NAIST 異分野融合ワークショップ 有機太陽

電池開発の現状と展望（奈良）2015 年 11 月 
364. 増尾貞弘 プラズモニックナノ構造による励起子ダイナミクス制御 -単一半導体ナノ結晶を対象として- 第

9 回 
365. ＊Narumi T, Uemichi K, Honda H, Osaki K. A model for worker honeybees building the triggers of 

honeycomb construction process. SWARM 2015: The First International Symposium on Swarm Behavior and 
Bio-Inspired Robotics（Kyoto, Japan）2015 年 10 月 

366. 石井友理、合田慈子、赤坂直紀、秀瀬涼太、佐古田久雄、藤原伸介 代謝改変酢酸菌の培養液中に含ま

れるショウジョウバエ誘引物質の探索 第 67 回日本生物工学会（鹿児島）2015 年 10 月 
367. 東久保遥、石井友理、赤坂直紀、秀瀬涼太、佐古田久雄、藤原伸介 酢酸菌 Komagataeibacter europaeus

における栄養要求性を指標とした相補系の構築 第 67 回日本生物工学会（鹿児島）2015 年 10 月 
368. 藤原綾子、保川清、秀瀬涼太、藤原伸介 耐熱性ヘリカーゼを利用した高精度核酸検出技術の開発 第

67 回日本生物工学会（鹿児島）2015 年 10 月 
369. 東久保遥、石井友里、赤坂直紀、佐古田久雄、藤原伸介 酢酸菌におけるセルフクローニング技術の基

盤構築 酢酸菌研究会第 7 回研究集会（東京）2015 年 10 月 
370. 石井友理、赤坂直紀、秀瀬涼太、佐古田久雄、藤原伸介 酢酸菌のスペルミジン量は転写因子 Lrp により

制御される 酢酸菌研究会第 7 回研究集会（東京）2015 年 10 月プラズモニック化学シンポジウム（東京）

2015 年 11 月（招待講演） 
371. 増尾貞弘 Control of exciton dynamics using plasmonic nanostructures 第 24 回機能物質化学講演会（相

模原）2015 年 10 月（招待講演） 
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372. 田尾尚大、菊谷早絵、松田祐介 海洋性珪藻における葉緑体 CA の役割 日本植物学会第 79 回大会

（新潟）2015 年 9 月 
373. 斉藤健人、松田祐介、中島健介、遠藤慧、伊藤香奈里 海洋性珪藻における二酸化炭素センサー候補因

子 日本植物学会第 79 回大会 （新潟）2015 年 9 月 
374. ＊大橋弘章、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutum における PtSLC4-1 の機能解

析  日本植物学会第 79 回大会（新潟）2015 年 9 月 
375. ＊菊谷早絵、宮武愛、長里千香子、松田祐介 藻類の高効率光合成に関わる新規チラコイド因子 日本

植物学会第 79 回大会（新潟）2015 年 9 月 
376. ＊Kadono N, Hirai Y. Involvement of extracellularly extruded Syntaxins and haparan sulfate in the 

differentiation control of epidermal keratinocytes. 45th Annuqal ESDR meeting（オランダ）2015 年 9 月 
377. ＊刈谷真子、Venny Santosa、鐘巻将人、田中克典 分裂酵母 MCM 結合タンパク質 Mcb1 の機能解析 第

48 回酵母遺伝学フォーラム（広島）2015 年 9 月 
378. Sato H, Andriana BB, Matsuyoshi H. Raman Spectroscopy for Practical Application in Medicine and 

Biology. ACOVS11 and ASC5（Sydney, Australia）2015 年 9 月（招待講演） 
379. 高田広樹、増尾貞弘 単一量子ドットの発光における光子統計制御 －銀コート AFM チップを駆使したア

プローチ 2015 年光化学討論会（大阪）2015 年 9 月 
380. 宮本祐弥、鈴木充朗、荒谷直樹、山田容子、増尾貞弘 ペンタセンジケトン誘導体の光変換 －光変換に

伴う単一結晶の形状変化－ 2015 年光化学討論会（大阪）2015 年 9 月 
381. 辻井直哉、増尾貞弘 PbS/TiO2 量子ドット太陽電池 ～デバイス特性に対する PbS の表面修飾基依存性

～ 2015 年光化学討論会（大阪）2015 年 9 月 
382. 増尾貞弘、高田広樹 単一量子ドットの発光における光子統計制御 －銀コート AFM チップを駆使したア

プローチ 2015 年光化学討論会（大阪）2015 年 9 月 
383. Sato H. Landscape of Raman Spectroscopy for biological and medical applications. IUPA-2015（Busan, 

Korea）2015 年 8 月（招待講演） 
384. ＊Kikutani S, Yamazaki Y, Matsuda Y. The novel protein localized in pyrenoid-penetrating thylakoid in a 

marine diatom, Phaeodactylum tricornutum. The 3rd Molecular Life of Diatoms（Seattle, USA）2015 年 7 月 
385. Matsui H, Matsuda Y. Aquaporins in two marine diatoms, Phaeodactylum tricornutum and Thalassiosira 

pseudonana. The 3rd Molecular Life of Diatoms（Seattle, USA）2015 年 7 月 
386. Oi T, Mizutani S, Matsuda Y. Detection of meiosis and the allelic recombination by molecular marker in 

Phaeodactylum tricornutum. The 3rd Molecular Life of Diatoms（Seattle, USA）2015 年 7 月 
387. Fujiwa S. Value added Fermentation Products by Metabolically Modified Acetic Acid Bacteria．The 6th 

International conference on Fermentation Technology for Value（Khon Kaen, Thailand）2015 年 7 月 
388. 秀瀬涼太、Carmen TKM、木村成吾、溝端栄一、井上豪、藤原伸介 超好熱性アーキア Thermococcus 

kodakraensis 由来分岐鎖ポリアミン合成酵素 BpsA の X 線結晶構造 日本 Archaea 研究会第 28 回講演

会（愛媛）2015 年 7 月 
389. 高楽、藤原伸介 超好熱性アーキアの低温誘導型分子シャペロニンの役割 日本 Archaea 研究会第 28 回

講演会（愛媛）2015 年 7 月 
390. ＊Masuo S, Takata H, Kanetaka K. Control of multiexciton dynamics in a single colloidal quantum dot by 

plasmonic nanostructures. The 10th Asia-Pacific Conference on Near-field Optics（函館）2015 年 7 月 
391. ＊Takata H, Masuo S. Control of exciton dyanmics in a single quantum dot by a silver-coated AFM tip. The 

10th Asia-Pacific Conference on Near-field Optics（函館）2015 年 7 月 
392. Fujiwara S. Biosynthesis pathway and unique functions of branched chain polyamine from Thermophilic 

microbes. Gordon Research Conferences（Waterville Valley NH，USA）2015 年 6 月 
393. ＊Hagiwara N, Hirai Y. The t-SNARE Syntaxins exert morphological and differentiation-inducing functions 

upon their extracellular localization. 第 67 回日本細胞生物学会（東京）2015 年 6 月 
394. ＊Tanaka K, Miyagawa K, Arita T, Fujisawa S, Nakamura T. SUMOylation regulates telomere length by 

targeting the shelterin subunit Tpz1. The Eighth International Fission Yeast Meeting Pombe2015（神戸）2015
年 6 月 

395. 大黒亜美、今岡進 低酸素-酸化ストレス応答のクロストーク因子の機能解析 第 13 回がんとハイポキシ

ア研究会（静岡）2015 年月 6 月 
396. ＊Masuo S, Takata H, Kanetaka K. Control of multiexciton dynamics in a single quantum dot using metalic 

nanostructures. 27th International Conference on Photochemistry（Jeju, Korea）2015 年 6 月 
397. ＊Takata H, Masuo S. Control of multiple exciton dynamics of a single quantum dot using a silver-coated 

AFM tip. 27th International Conference on Photochemistry（Jeju, Korea）2015 年 6 月 
398. Tsujii N, Masuo S. Fabrication of PbS colloidal quantum dot solar cell: Correlation between surface 
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modification and photovoltaic performance. 27th International Conference on Photochemistry（Jeju, Korea）
2015 年 6 月 

399. ＊Miyamoto Y, Oe M, Aotake T, Suzuki M, Yamada H, Masuo S. Photoconversion of diketopentacene 
derivatives in the crystalline phase. 27th International Conference on Photochemistry（Jeju, Korea）2015 年 6
月 

400. ＊Miyamoto Y, Oe M, Aotake T, Suzuki M, Yamada H, Masuo S. Photoconversion of pentacenediketone 
derivatives in the crystalline phase -shape change of a single crystal during the photoconversion. Eighth 
International Conference on Molecular Electronics and Bioelectronics（船橋）2015 年 6 月 

401. ＊Takata H, Masuo S. Control of multiexciton dynamics of a single quantum dot using an AgTip emission 
behavior depanding on the QD-AgTip distance. Eighth International Conference on Molecular Electronics 
and Bioelectronics（船橋）2015 年 6 月 

402. Tsujii N, Masuo S. Depleted-heterojunction solar cell based on PbS colloidal quantum dot device 
performance depending on the surface treatments. Eighth International Conference on Molecular Electronics 
and Bioelectronics（船橋）2015 年 6 月 

403. ＊二川舞、菊谷早絵、宮武愛、長里千香子、松田祐介 海洋性珪藻における新規葉緑体因子の局在と機

能解析 第 6 回 日本光合成学会年会（岡山）2015 年 5 月 
404. 宮武愛、松田祐介 海洋性珪藻におけるピレノイド及び CCM 因子の環境応答解析 第 6 回 日本光合成

学会年会（岡山）2015 年 5 月 
405. ＊大橋弘章、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutum における PtSLC4-1 の機能解

析  第 6 回 日本光合成学会年会（岡山）2015 年 5 月 
406. ＊Yagi E, Fukuhara M, Oguro A, Imaoka S. The neurite outgrowth of PC12 cells treated with BisphenolA 

(BPA) and its derivatives. The 20th International Congress of Personalized Medicine（東京）2015 年 5 月 
407. 杉山俊樹、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻リン酸輸送体タンパク質 第 56 回日本植物生理学会年会

（東京）2015 年 3 月 
408. ＊松井啓晃、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻におけるアクアポリンの探索および機能解析 第 56 回日

本植物生理学会年会（東京）2015 年 3 月 
409. ＊大橋弘章、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutum における PtSLC4-1 の機能解

第 56 回日本植物生理学会年会（東京）2015 年 3 月 
410. Abfa IK, Freeman E, Morishita M, Mckinder L, Jonicas M, Kikutani S, Matsuda Y. Development of an 

intracellular inorganic carbon nanosensor based on Förster resonance energy transfer (FRET). 第 56 回日本

植物生理学会年会（東京）2015 年 3 月 
411. 藤原綾子、横山高広、保川清、藤原伸介 ヘリカーゼを用いた高感度核酸検出技術の開発 日本農芸化

学会 2015 年度大会（岡山）2015 年 3 月 
412. 石井友理、赤坂直紀、佐古田久雄、藤原伸介 酢酸菌 Gluconacetobacter europaeus における転写調節因

子 Ge Lrp の機能解析 日本農芸化学会 2015 年度大会（岡山）2015 年 3 月 
413. 西川諒、籠谷さやか、Novi ST、秀瀬涼太、今中忠行、藤原伸介 超好熱 Thermococcus kodakarensis の低

温誘導機構 日本農芸化学会 2015 年度大会（岡山）2015 年 3 月 
414. 井上貴央、中西千穂、岡田和真、藤原伸介 超好熱菌Thermococcus kodakarensisにおけるポリアミンの細

胞内局在及び濃度効果 日本農芸化学会 2015 年度大会（岡山）2015 年 3 月 
415. 合田慈子、赤坂直紀、石井友理、佐古田久雄、藤原伸介 代謝改変酢酸菌によるショウジョウバエ誘引性

素材の開発 日本農芸化学会 2015 年度大会（岡山）2015 年 3 月 
416. Astuti W, Akasaka N, Ishii Y, Sakoda H, Fujiwara S. Characterization of unique cryptic in Gluconacetobacter 

europaeus. 日本農芸化学会 2015 年度大会（岡山）2015 年 3 月 
417. ＊刈谷真子、Venny Santosa、鐘巻将人、田中克典 分裂酵母 MCM 結合タンパク質 Mcb1 の機能解析 日

本農芸化学会 2015 年度大会（岡山）2015 年 3 月 
418. 辻井直哉、増尾貞弘 PbS 量子ドット太陽電池の特性評価 ~PbS の表面処理とデバイス特性の相関~日本

化学会第 95 春季年会（船橋）2015 年 3 月 
419. 宮本祐弥、大江真理子、青竹達也、鈴木充朗、山田容子、増尾貞弘 結晶状態におけるペンタセンジケト

ン誘導体の光変換過程 日本化学会第 95 春季年会（船橋）2015 年 3 月 
420. 高田広樹、増尾貞弘 銀コート AFM チップを駆使した単一量子ドットの励起子ダイナミクス制御 日本化学

会第 95 春季年会（船橋）2015 年 3 月 
421. 山中章央、増尾貞弘 単一量子ドット－金属ナノワイヤー系における励起子ダイナミクスの評価 日本化学

会第 95 春季年会（船橋）2015 年 3 月 
422. Masuo S. control of exciton dynamics in a single quantum dot using metal nanostructures. 日本化学会第 95

春季年会（船橋）2015 年 3 月（招待講演） 
423. Masuo S. Control of multiexciton dynamics in a single quantum dot by localized surface plasmon. 5th 
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Symposium on “Applications of Light and Materials for the Innovation of Technology and Life”（香川） 
2015 年 3 月（招待講演） 

424. ＊Ishida S, Chishiro A, Nagasato C, Kikutani S, Matsuda Y. Two RubisCO activases in marine diatoms. 
Gordon Research Conference, Chloroplast Biotechnology（Ventura, USA）2015 年 1 月 

425. 岡田和真、今中忠行、大島泰郎、藤原伸介 分岐型ポリアミン合成酵素の機能解析 日本ポリアミン学会

第 6 回年会（東京）2015 年 1 月 
426. 江淵優希、岡田和真、今中忠行、大島泰郎、藤原伸介 分岐型ポリアミン合成酵素の触媒機構の解明

日本ポリアミン学会第 6 回年会（東京）2015 年 1 月 
427. 井上貴央、中西千穂、岡田和真、藤原伸介 超好熱菌Thermococcus kodakarensisにおけるポリアミンの細

胞内局在及び濃度効果 日本ポリアミン学会第 6 回年会（東京）2015 年 1 月 
428. 増尾貞弘 金属ナノ粒子を駆使した量子ドットの励起子ダイナミクス制御 第 1 回 OCU 物質科学フロンティ

アシンポジウム（大阪）2015 年 1 月（招待講演） 
429. Masuo S. Control of exciton dynamics in a single quantum dot by localized surface plasmon. 8th 

International conference on energy-materials-nanotechnology（Orlando, USA）2014 年 12 月（招待講演） 
430. 合田慈子、赤坂直紀、石井友理、佐古田久雄、藤原伸介 代謝改変酢酸菌を用いたコバエ誘引性素材の

開発 日本乳酸菌学会 2014 年度秋季セミナー・酢酸菌研究会第 6 回研究集会合同シンポジウム（神奈

川）2014 年 12 月 
431. 石井友理、赤坂直紀、佐古田久雄、藤原伸介 酢酸菌 Gluconacetobacter europaeus による分岐鎖アミノ酸

の生産 日本乳酸菌学会 2014 年度秋季セミナー・酢酸菌研究会第 6 回研究集会合同シンポジウム（神奈

川）2014 年 12 月 
432. 大黒亜美、小山千佳、箕浦洋介、今岡進 低酸素感受性因子 HIF-1alpha 及び酸化ストレス応答因子 Nrf2

の安定化に関わるタンパク質因子の機能解析 第 37 回日本分子生物学会年会（横浜）2014 年 11 月 
433. ＊Hagiwara N, Hirai Y. Functional expression of plasmalemmal syntaxins on germ-layer differentiation 

executed by their extracellular localization. SEBD 2014 annual meeting（Spain）2014 年 10 月 
434. 小林之乃、大黒亜美、今岡進 低酸素感受性因子 HIF-1alpha の酸化還元による活性制御機構の検討 第

87 回日本生化学会大会（京都）2014 年 10 月 
435. 大黒亜美、今岡進 低酸素感受性因子（HIF-1alpha）及び酸化ストレス応答因子 Nrf2 の発現量に影響を与

える化学物質、及びそのメカニズムの検討 第 87 回日本生化学会大会（京都）2014 年 10 月 
436. ＊八木英里奈、大黒亜美、今岡進 PDI ファミリータンパク質のジチオール酸化活性と Bisphenol A (BPA) 

との結合と活性阻害の検討 第 87 回日本生化学会大会（京都）2014 年 10 月 
437. Masuo S. Control of exciton dynamics in a single quantum dot using plasmonic nanostructures. Belgium and 

Japan Joint Symposium on Nanoplasmonic and Nanoimaging Chemistry（札幌）2014 年 10 月（招待講演） 
438. Murti D, Masuo S. Emission behavior of single quantum dots coupled to metal nanoparticles. 2014 年光化学

討論会（札幌）2014 年 10 月 
439. 宮本祐弥、大江真理子、青竹達也、鈴木充朗、山田容子、増尾貞弘 結晶状態におけるペンタセンジケト

ン誘導体の光変換 2014 年光化学討論会（札幌）2014 年 10 月 
440. 山中章弘、増尾貞弘 AFM 操作を駆使した単一量子ドット－銀ナノワイヤー系作製とその発光挙動評価

2014 年光化学討論会（札幌）2014 年 10 月 
441. 福井泰佑、増尾貞弘 超解像光学顕微鏡を駆使した SERS ホットスポットの可視化 2014 年光化学討論会

2014 年光化学討論会（札幌）2014 年 10 月 
442. 高田広樹、増尾貞弘 チップ増強を駆使した単一量子ドットの励起子ダイナミクス制御 2014 年光化学討

論会 2014 年光化学討論会（札幌）2014 年 10 月 
443. 増尾貞弘、佐藤 亘、山口裕二、鈴木充朗、中山健一、山田容子 顕微蛍光分光法による有機薄膜太陽

電池の電荷分離効率評価 2014 年光化学討論会（札幌）2014 年 10 月 
444. 増尾貞弘、金高圭佑、佐藤良太、寺西利治 AFM操作を駆使した単一量子ドット－金ナノ粒子系の発光挙

動評価 2014 年光化学討論会（札幌）2014 年 10 月 
445. ＊村上慶如、木村 友紀、藤山 一平、松田 祐介 The design of novel artificial peptide revealing a silica 

biomineralization activity. 第 52 回日本生物物理学会年会（札幌）2015 年 9 月 
446. ＊松井啓晃、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻におけるアクアポリンの探索および機能解析 第 78 回日

本植物学会大会（東京）2014 年 9 月 
447. ＊大橋弘章、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutum における PtSLC4-1 の機能解

析第 78 回日本植物学会大会（東京）2014 年 9 月 
448. ＊石田紗有里、千代亜希、長里千香子、菊谷早絵、松田祐介 海洋性珪藻 RubisCO 活性化酵素-2 つの

CbbX 第 78 回日本植物学会大会（東京）2014 年 9 月 
449. ＊岩山和史、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutum における PtSLC4-4 の機能解
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析 第 78 回日本植物学会大会（東京）2014 年 9 月 

450. 石井友理、赤坂直紀、佐古田久雄、藤原伸介 Enhanced production of branched-chain amino acids by 
Gluconacetobacter europaeus with a specific regional deletion in a leucine responsive regulator. 5th ASM 
Conference on Beneficial Microbes（Washington DC, USA）2014 年 9 月 

451. 赤坂直紀、石井友理、合田慈子、佐古田久雄、笹田傳左衞門、藤原伸介 Development of effective 
fly-trapping system using metabolically engineered acetic acid bacteria. 5th ASM Conference on Beneficial 
Microbes（Washington DC, USA）2014 年 9 月 

452. 井上貴央、秀瀬涼太、岡田和真、福田青郎、今中忠行、藤原伸介 長鎖・分岐型ポリアミン添加による高

温下での無細胞翻訳系の高効率化 第 66 回日本生物工学会大会（札幌）2014 年 9 月 
453. 高楽、今中忠行、藤原伸介 超好熱菌の低温適応に必要な分子シャペロニンのアミノ酸置換 第 66 回日

本生物工学会大会（札幌）2014 年 9 月 
454. 三浦歌織、藤原綾子、秀瀬涼太、今中忠行、藤原伸介 安定性の異なる trpC 遺伝子の置換が超好熱菌

の生育に及ぼす影響 第 66 回日本生物工学会大会（札幌）2014 年 9 月 
455. 西川諒、籠谷さやか、Tatit NS、秀瀬涼太、今中忠行、藤原伸介 超好熱菌 Thermococcus kodakarensis の

低温誘導機構 第 66 回日本生物工学会大会（札幌）2014 年 9 月 
456. 石井友里、赤坂直紀、合田慈子、佐古田久雄、藤原伸介 代謝改変酢酸菌を用いた新規コバエ誘引素材

の開発 第 66 回日本生物工学会大会（札幌）2014 年 9 月 
457. 藤原綾子、横山高広、保川清、藤原伸介 RNA ヘリカーゼを用いた高感度核酸検出技術の開発 第 66 回

日本生物工学会大会（札幌）2014 年 9 月 
458. 岡田和真、前川真理子、江淵優希、柴田幸政、西脇清二、今中忠行、藤原伸介 分岐型ポリアミンの線虫

生長への影響 第 66 回日本生物工学会大会（札幌）2014 年 9 月 
459. ＊Kadono N, Hirai Y. Effect of syntaxin4 and its peptide antagonist ST4n1 on epidermal keratinization. 44th 

Annual ESDR Meeting（Danmark）2014 年 9 月 
460. 増尾貞弘、高田広樹 銀コート AFM チップを駆使した単一量子ドットの発光挙動制御 第 8 回分子科学討

論会（広島）2014 年 9 月 
461. 増尾貞弘 単一ナノサイズ発光体の光子アンチバンチングとその後の展開 第二回物質と光作用シンポジ

ウム（札幌）2014 年 9 月 
462. Masuo S, Kanetaka K, Sato R, Teranishi T. Emission behavior of a single quantum dot-gold nanoparticle 

system fabricated by AFM manipulation. The 15th IUMRS International Conference in Asia（福岡）2014 年 8
月 

463. Yamanaka A, Masuo S. Photon antibunching behavior of “a single quantum dot-silver nanowire” system 
fabricated by AFM manipulation. The 15th IUMRS International Conference in Asia（福岡）2014 年 8 月 

464. Murti D, Idomoto K, Masuo S. Influence of gold nanoparticles on photon antibunching in the emission from 
a single quantum dot. The 15th IUMRS International Conference in Asia（福岡）2014 年 8 月 

465. Takata H, Masuo S. Control of the emission behavior from a single quantum dot by a silver-coated AFM tip. 
The 15th IUMRS International Conference in Asia（福岡）2014 年 8 月 

466. ＊Osaki K, Nakaguchi E. Global existence of solutions to a parabolic-parabolic chemotaxis system with 
subquadratic growth. 10th AIMS International Conference on Dynamical Systems, Differential Equations and 
Applications（Madrid, Spain）2014 年 7 月（招待講演） 

467. ＊Tanaka K. SUMOylation regulates telomere length by targeting the shelterin subunit Tpz1 to modulate 
shelterin-Stn1 interaction in fission yeast. FASEB Meeting “Yeast Chromosome Structure, Replication and 
Segregation” (Steamboat Springs, CO, USA) 2014 年 7 月 

468. ＊Hagiwara N, Hirai Y. Plasmalemal syntaxins regulate cell adhesion properties EC cells, leading to their 
cytodifferentiation. ISSCR 12th Annual Meeting (Canada) 2014 年 6 月 

469. ＊葛野菜々子、平井洋平 細胞外 Syntaxin4 による表皮角化異常の誘発と Syntaxin4 のアンタゴニストに

よる表皮構造の正常化 第 66 回日本細胞生物学会大会（奈良）2014 年 6 月 
470. 大黒亜美、小林之乃、小山千佳、馬場一信、今岡進 Hif-1α の安定化に関わる因子の解析及びその阻害

剤の検討 第 18 回国際個別化医療学会学術集会（札幌）2014 年 6 月 
471. ＊Meksiarun P, Spegazzhini N, Matsui H, Matsuda Y, Sato H. Raman spectroscopy for monitoring CO2 

effects on fatty acid synthesis of microalgal marine diatom Thalassiosira pseudonana. The 2nd international 
conference on science and engineering in biology, medical and public health（Kuta Bali, Indonesia）2014 年 5
月  

472. ＊中島健介、岩山和史、大橋弘章、松田祐介 海洋性珪藻における SLC4 型 HCO3
-輸送体候補因子の

機能解析 第 5 回日本光合成学会（奈良）2014 年 5 月 
473. ＊菊谷早絵、長里千香子、松田祐介 海洋性珪藻における新規ピレノイド貫通チラコイド局在タンパク質

第 5 回日本光合成学会（奈良）2014 年 5 月 
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474. ＊松井啓晃、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻における aquaporin の探索および機能解析 第 5 回日本

光合成学会（奈良） 2014 年 5 月 
475. Tagawa T, Hagiwara N, Hirai Y.  Cell surface epimorphin triggers cardiomyocyte differentiation in 

embryonal carcinoma P19CL6 cells. 第 47 回発生生物学会（名古屋）2014 年 5 月 
476. ＊Tanaka K. SUMOylation negatively regulates telomere elongation by preventing recruitment of telomerase 

in fission yeast. Seventh International Conference SUMO, Ubiquitin, UBL Proteins for Human Diseases
（Shanghai, China）2014 年 5 月 

477. 高田広樹、増尾貞弘 チップ増強を駆使した単一量子ドットの発光挙動制御 ナノ学会第12回大会（宇治） 
2014 年 5 月 

478. ＊山中章央、増尾貞弘 AFM 操作を駆使した単一量子ドット－銀ナノワイヤー系の作製とアンチバンチン

グ挙動評価 ナノ学会第 12 回大会（宇治）2014 年 5 月 
479. ＊大井皓正、松田祐介 分子マーカーによる海洋性珪藻有性生殖確認 第 35 回日本珪藻学会（名古屋）

2014 年 4 月 
480. 杉山俊樹、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻リン酸輸送体候補タンパク質 第 55 回日本植物生理学会

（富山）2014 年 3 月 
481. ＊岩山和史、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutum における PtSLC4-4 の機能解

析 第 55 回日本植物生理学会（富山）2014 年 3 月 
482. ＊石田沙有里、千代亜希、長里千香子、菊谷早絵、松田祐介 海洋性珪藻 CbbX は RubisCO activase

か？ 第 55 回日本植物生理学会（富山）2014 年 3 月 
483. ＊大井皓正、松田祐介 環境ストレスが誘導する海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutum のアリル再編

第 38 回日本藻類学会（船橋）2014 年 3 月 
484. ＊金子忠昭 SiC 表面ナノ制御と高品質グラフェン創成 放射光科学による革新的イノベーションワークシ

ョップ（岡山）2014 年 3 月 
485. 岡田和真、秀瀬涼太、今中忠行、藤原伸介 超好熱菌の分岐鎖ポリアミン合成酵素の役割 日本農芸化

学会 2014 年度大会（川崎）2014 年 3 月 
486. 三浦歌織、藤原綾子、秀瀬涼太、今中忠行、藤原伸介 安定性の異なる trpC 遺伝子の置換が超好熱菌

の生育に及ぼす影響 日本農芸化学会 2014 年度大会（川崎）2014 年 3 月 
487. 井上貴央、岡田和真、秀瀬涼太、今中忠行、藤原伸介 超好熱菌の長鎖・分岐型ポリアミンの翻訳促進効

果 日本農芸化学会 2014 年度大会（川崎）2014 年 3 月 
488. 石井友理、赤坂直紀、秀瀬涼太、佐古田久雄、藤原伸介 酢酸菌 Gluconacetobacter europaeus 分岐鎖アミ

ノ酸生合成における転写調節因子 Ge-Lrp の機能解析 日本農芸化学会 2014 年度大会（川崎）2014 年 3
月 

489. 赤坂直紀、石井友理、秀瀬涼太、佐古田久雄、藤原伸介 代謝改変酢酸菌を利用したコバエ誘引素材の

開発 日本農芸化学会 2014 年度大会（川崎）2014 年 3 月 
490. DAMAR M、井戸本啓佑、増尾貞弘 Photon antibunching behavior of single quantum dots coupled to gold 

nanostructures. 日本化学会第 94 春季年会（名古屋）2014 年 3 月 
491. ＊高田広樹、増尾貞弘 銀コート AFM 探針のプラズモンと相互作用した単一量子ドットの発光挙動評価 

日本化学会第 94 春季年会（名古屋）2014 年 3 月 
492. 山中章央、増尾貞弘 AFM 操作を駆使した単一量子ドット－金属ナノワイヤー系の作製とその発光挙動

評価 日本化学会第 94 春季年会（名古屋）2014 年 3 月 
493. 福井泰祐、増尾貞弘 超解像光学顕微鏡による SERS ホットスポットの可視化 日本化学会第 94 春季年

会（名古屋）2014 年 3 月 
494. 田中克己、片山遼、増尾貞弘 量子ドット太陽電池にむけた PbS 量子ドットの合成と表面処理 第 61 回応

用物理学会春季学術講演会（相模原）2014 年 3 月 
495. 大江真理子、田中克己、佐藤駿実、増原陽人、山田容子、増尾貞弘 結晶状態におけるアセン系ジケトン

誘導体の光変換 第 61 回応用物理学会春季学術講演会（相模原）2014 年 3 月 
496. 増尾貞弘、佐藤亘、青竹達也、山口裕二、大倉達也、中山健一、山田容子 革新的塗布型材料による有

機薄膜太陽電池の構築 -顕微蛍光分光による電荷分離効率の評価- 分子・物質合成プラットフォーム 
平成 25 年度シンポジウム（つくば）2014 年 3 月 

497. Maeda Y, Ishigaki M, Taketani A, Andriana BB, Ishihara R, Sato H. Measurement of the human esophageal 
cancer in an early stage with Raman spectroscopy. BiOS (San Francisco, USA) 2014 年 2 月 

498. ＊Andriana BB, Taketani A, Soeratman CLR, Ishigaki M, Maeda Y, Sawa M, Sato H. Application of ball-lens 
hollow fiber Raman probe to study an anorectal prolapse. BiOS (San Francisco, USA) 2014 年 2 月 

499. Ishigaki M, Sato H. The discrimination of fish egg quality and viability by using Raman spectroscopy. BiOS 
(San Francisco, USA) 2014 年 2 月 
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500. Hashimoto K, Kudoh SN, Sato H. Raman study if analysis for the states of maturation and the drug response 

of neural cell. BiOS (San Francisco, USA) 2014 年 2 月 
501. Taketani A, Ishigaki M, Andriana BB, Sato H. Raman endoscopy for the in situ investigation of advancing 

colorectal tumors in live model mice. BiOS (San Francisco, USA) 2014 年 2 月 
502. ＊Moor K, Ohtani K, Myrzakozha D, Zhanserkenova O, Andriana BB, Sato H. Analysis of the infected cell 

by Raman spectroscopy in dynamics with using of other methods of comparison. BiOS (San Francisco, USA) 
2014 年 2 月 

503. 市原大輔、矢倉達夫、佐藤英俊 細胞分化モデルを用いた薬剤応答とラマンスペクトルの相関関係 レー

ザー学会第 34 回年次大会（北九州）2014 年 1 月 
504. ＊西本雄祐、前田康大、佐藤英俊 生体応用のための CARS 分光システムの開発 レーザー学会第 34

回年次大会（北九州）2014 年 1 月 
505. 竹谷皓規、Andriana BB、石垣美歌、佐藤英俊 ラマン内視鏡を用いた生きたモデルマウス直腸腫瘍の in 

situ 研究 レーザー学会第 34 回年次大会（北九州）2014 年 1 月 
506. ＊橋本剛佑、工藤卓、佐藤英俊 培養神経細胞の成熟に伴う細胞内分子組成変化のラマン分光分析 レ

ーザー学会第 34 回年次大会（北九州）2014 年 1 月 
507. ＊Meksiarun P, Spegazzini N, Matsui H, Nakajima K, Matsuda Y, Sato H. In vivo study of lipids 

accumulation in microalgal marine diatom by using Raman spectroscopy and MCR-ALS. レーザー学会第

34 回年次大会（北九州）2014 年 1 月 
508. Moor K, Otani K, Andriana BB, Sato H. Determination infected cells in early stage by Raman spectroscopy. 

レーザー学会第 34 回年次大会（北九州）2014 年 1 月 
509. 福田健人、佐藤英俊 ラマン分光法を用いた ES 細胞の分化の分析技術の開発 レーザー学会第 34 回年

次大会（北九州）2014 年 1 月 
510. ＊田中克典 SUMO 化修飾による非コード DNA 領域の機能制御 ゲノムを支える非コードＤＮＡ領域の機

能公開シンポジウム（東京）2014 年 1 月 
511. ＊清水秀樹、久津間保徳、芦田晃嗣、大谷昇、金子忠昭 Si 蒸気圧エッチングを用いた 4ooff 4H-SiC 

(0001) Si 面上の表面カイネティクスに起因したマクロステップバンチング発生・分解機構／Kinetic 
bunching / debunching on 4ooff 4H-SiC (0001) during Si-vapor etching SiC 及び関連半導体研究 第 22 回

講演会（さいたま）2013 年 12 月 
512. ＊宇野陽介、 花房絢乃、 芦田晃嗣、 久津間保徳、 金子忠昭 MSE 法を用いた 4H-SiC 溶液成長にお

ける基板加工歪が与える影響／Surface damage induced surface rougheningon off-axis 4H-SiC (0001) 
during Mesastable Solvent Epitaxy SiC 及び関連半導体研究 第 22 回講演会（さいたま）2013 年 12 月 

513. ＊梶野智規、芦田晃嗣、久津間保徳、大谷昇、金子忠昭 低加速 SEM を用いた 4H/6H-SiC{0001}最表面

積層方向の直接観察／“Quasi”-electron channeling contrast imagingon 4H/6H-SiC {0001} by tilted 
low-voltage SEM SiC 及び関連半導体研究 第 22 回講演会（さいたま）2013 年 12 月 

514. ＊矢吹紀人、鳥見 聡、野上 暁、金子忠昭 TaC/Ta 複合材料を用いた Si 雰囲気アニール法による新たな

C キャップフリー4H-SiC 活性化アニール技術の開発／Development of a novel cap-free activation 
annealing technique of 4H-SiC by Si-vapor ambient anneal using TaC/Ta composite materials SiC 及び関連

半導体研究 第 22 回講演会（さいたま）2013 年 12 月 
515. ＊久津間保徳、堂島大地、芦田晃嗣、大谷昇、金子忠昭 4H-SiC(000-1)C 面グラフェン成長における熱分

解抑制 Ar 効果と Si 分圧添加効果／The study of graphene growth mechanism on 4H-SiC(000-1) C-face by 
controlling thermal decomposition rate in Ar over pressure with adding a silicon partial pressure SiC 及び関

連半導体研究 第 22 回講演会（さいたま）2013 年 12 月 
516. 大黒亜美、種田祥子、今岡進 転写因子 Sp1、Ap2α、NF-κB により調節される可溶性エポキシド加水分解

酵素 (sEH) の低酸素下における発現低下メカニズムの解明 第 11 回がんとハイポキシア研究会（仙台）

2013 年 12 月 
517. ＊小林之乃、大黒亜美、今岡進 Protein disulfide isomerase (PDI) による Ref-1 を介した低酸素誘導因子

HIF-1α の活性制御機構の解明 第 11 回がんとハイポキシア研究会（仙台）2013 年 12 月 
518. 小山千佳、大黒亜美、今岡進 NADPH-cytochrome P450 reductase (NPR) の低酸素応答に関わる機構

の解明 第 11 回がんとハイポキシア研究会（仙台）2013 年 12 月 
519. Alzahrani SS, Andriana BB, Sato H. Study of caffeine on pancreatic cancer cells by Raman microscopy. 第

11 回医用分光光学研究会（坂井）2013 年 12 月 
520. Andriana BB, Miyoshi N, Watanabe T, Katayama K, Kinoshita H, Sato H. Mapping and imaging the 

distribution of phoshate in non-clinical tumor obseved using fourier transform-infrared and Raman 
microscopic. 第 11 回医用分光光学研究会（坂井）2013 年 12 月 

521. ＊佐藤英俊 ラマンファイバーによる生体スペクトル計測 第 11 回医用分光光学研究会（坂井）2013 年 12
月 
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522. 石垣美歌、竹谷皓規、前田康大、Andriana BB、石原立、佐藤英俊 ラマン分光法を用いた初期食道がん

の分析 第 36 回日本分子生物学会年会（神戸）2013 年 12 月 
523. 増尾貞弘 光変換塗布型材料を用いた有機薄膜太陽電池の構築 関学化学フォーラム「次世代太陽電池

研究の最前線（三田）2013 年 12 月 
524. Purba ER, Oguro A, Imaoka S. The metabolism of lysophosphatidic acid by genetic variants of human 

soluble epoxide hydrolase. 第 17 回国際個別化医療学会学術集会（神戸）2013 年 11 月 
525. 馬場一信、今岡進、低酸素環境下における酸化ストレス応答系の抑制機構 第 17 回国際個別化医療学

会学術集会（神戸）2013 年 11 月 
526. ＊Narumi T, Osaki K. Three-dimensional pattern formations in a biological model of chemotaxis and 

growth 第 10 回生物数学の理論とその応用（京都）2013 年 11 月 
527. ＊田中克典 SUMO 化修飾による分裂酵母テロメア長制御 第 31 回染色体ワークショップ＆第 12 回核ダ

イナミクス研究会（神奈川）2013 年 11 月 
528. ＊Sato H. ラマン分光分析の生体・生細胞への応用：装置および分析技術 Inside Raman 2013: New 

Raman Technology Revealed（大阪）2013 年 11 月 
529. 増尾貞弘 単一ナノサイズ発光体－金属ナノ構造系の光子アンチバンチング挙動評価 神戸大学講演会

（神戸）2013 年 11 月 
530. ＊大崎浩一 Destabilization and pattern formation of solutions to reaction-diffusion systems 大阪大学大

学院情報数理学セミナー（豊中）2013 年 10 月（招待講演） 
531. ＊秀瀬涼太、藤原伸介 超好熱性アーキアの進化におけるシステインデスルフラーゼの重要性 第 14 回

極限環境生物学会年会（川崎）2013 年 10 月 
532. 藤原伸介 超好熱菌由来の長鎖分岐型ポリアミンの生合成経路と機能 第 14 回極限環境生物学会年会

（川崎）2013 年 10 月 
533. 隅田純史、大黒亜美、橋本由紀、今岡進 エポキシドヒドロラーゼ分子種の種差及び組織分布に関する検

討 日本薬物動態学会第 28 回年会（東京）2013 年 10 月 
534. ＊Torimi S, Nogami S, Kaneko T. Development of a novel cap-free activation annealing technique of 4H-SiC 

by Si-vapor ambient anneal using TaC/Ta composite materials. The International Conference on Silicon 
Carbide and Related Materials 2013（宮崎）2013 年 9 月 

535. ＊Ashida K, Kajino T, Kutsuma Y, Ohtani N, Kaneko T. Direct observation of the edge termination of 
surface steps on 4H/6H-SiC{0001} by tilted low-voltage scanning electron microscopy. The International 
Conference on Silicon Carbide and Related Materials 2013（宮崎）2013 年 9 月 

536. ＊Anggara Mahardika、松田祐介 DIDS sensitivity in bicarbonate transports in several diatom 第 77 回日本

植物学会（札幌）2013 年 9 月 
537. ＊田中敦士、松田祐介、大野直樹 海洋性珪藻におけるCO2/光応答性プロモーターの解析 第77回日本

植物学会（札幌）2013 年 9 月 
538. ＊菊谷早絵、長里千香子、松田祐介 海洋性珪藻における新規ピレノイド貫通チラコイド局在タンパク質

第 77 回日本植物学会（札幌）2013 年 9 月 
539. ＊清水秀樹、久津間保徳、芦田晃嗣、大谷昇、金子忠昭 4H-SiC(0001)Si 面におけるマクロステップバン

チング分解機構 第 74 回応用物理学会（京都）2013 年 9 月 
540. ＊一山貴弘、岡昇吾、芦田晃嗣、久津間保徳、金子忠昭 EB 描画法を用いた GaAs 周期メサ構造上への

直接酸化膜パターニングとナノ構造制御 第 74 回応用物理学会（京都）2013 年 9 月 
541. ＊梶野智規、久津間保徳、芦田晃嗣、大谷昇、金子忠昭 走査型電子顕微鏡を用いた貫通刃状転位起因

の 4H-SiC(0001)表面ステップテラス構造の観察 第 74 回応用物理学会（京都）2013 年 9 月 
542. ＊秀瀬涼太、Alshehri Amira、今岡進、藤原伸介 耐熱性 Protein Disulfide Isomerase を用いた効率的なビ

スフェノール A の回収 第 65 回日本生物工学会大会（広島）2013 年 9 月 
543. 石井友理、赤坂直紀、秀瀬涼太、佐古田久雄、藤原伸介 酢酸菌 Gluconacetobacter europaeus における

分岐鎖アミノ酸生合成系の解析 第 65 回日本生物工学会大会（広島）2013 年 9 月 
544. 井上貴央、秀瀬涼太、岡田和真、福田青郎、今中忠行、藤原伸介 長鎖・分岐型ポリアミン添加による高

温下での無細胞翻訳系の高効率化 第 65 回日本生物工学会大会（広島）2013 年 9 月 
545. ＊Hidese R, Inoue T, Fujiwara S. An important role of cysteine desulfurase on the environmental adaptation 

of Thermococcus kodakarensis. Thermophiles 2013  12th International Meeting at the University of 
Regensburg（Regensburg, Germany）2013 年 9 月 

546. ＊平坂優衣、大谷剛、大崎浩一、上道賢太 セイヨウミツバチの造巣行動の研究(1)「三角つまみパター

ン」と「かんながけ行動」 日本昆虫学会第 73 回大会（札幌）2013 年 9 月 
547. Osaki K, Satoh H, Yazaki S. Kinematic equation for open curves with tangential velocities. Czech-Japanese 

Seminar in Applied Mathematics 2013（東京）2013 年 9 月 
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548. ＊Uemichi K, Narumi T, Osaki K. A mathematical model for honeybee comb construction. Czech-Japanese 

Seminar in Applied Mathematics 2013（東京）2013 年 9 月 
549. ＊Narumi T, Osaki K. Three-dimensional pattern formation in a chemotaxis system with logistic source.  

Czech-Japanese Seminar in Applied Mathematics 2013（東京）2013 年 9 月 
550. ＊宮川恵輔、Venny Santosa、辻浩基、藤澤志帆、在田朋晃、松山晃久、上野勝、吉田稔、中村通、田中克

典 SUMO 化修飾による分裂酵母テロメア長制御 第 46 回酵母遺伝学フォーラム（仙台）2013 年 9 月 
551. ＊宮川恵輔、辻浩基、Venny Santosa、松山晃久、上野勝、吉田稔、中村通、田中克典 SUMO 化修飾によ

る分裂酵母テロメア長制御 日本農芸化学会 関西支部 第 481 回講演会（合同広島大会）（広島）2013
年 9 月 

552. ＊Santosa V, Low R, Miyagawa K, Tsuji H, Ueno M, Matsuyama A, Yoshida M, Nakamura MT, Tanaka K. 
SUMOylation regulates telomere length homeostasis by targeting the shelterin subunit Tpzl in fission yeast. 
International meeting “Message from yeast to Epigenetics”（福井）2013 年 9 月 

553. 種田祥子、大黒亜美、今岡進 可溶性エポキシド加水分解酵素 (sEH) によって調節されている遺伝子の

発現解析 第 86 回日本生化学会大会（横浜）2013 年 9 月 
554. ＊三宅由香、橋本翔子、今岡進 Endoplasmic reticulum protein 29kDa (ERp29) のビスフェノール A 結合

機構の検討 第 86 回日本生化学会大会（横浜）2013 年 9 月 
555. ＊小林之乃、大黒亜美、今岡進 低酸素誘導因子 HIF-1alpha の Protein disulfide isomerase (PDI) による

活性制御機構の解明 第 86 回日本生化学会大会（横浜）2013 年 9 月 
556. 小山千佳、大黒亜美、今岡進 低酸素応答における NPR の機能解析と新規相互作用因子の探索 第 86

回日本生化学会大会（横浜）2013 年 9 月 
557. 大黒亜美、今岡進 酸化ストレスによる可溶性エポキシド加水分解酵素 (sEH) の転写抑制は SP1 と

AP2α の競合反応によって制御される 第 86 回日本生化学会大会（横浜）2013 年 9 月 
558. ＊Sato H. Prospects of biomedical Raman spectroscopy. 第 2 回光バイオプシー研究会（箱根）2013 年 9 月

559. Moor K, Otani K, Andriana BB, Sato H. Early detection of virus infection by Raman spectroscopy. 第 2 回光

バイオプシー研究会（箱根）2013 年 9 月 
560. Alipin K, Andriana BB, Sato H. Possibillity Raman observation for studying ukon treated Sample. 第 2 回光

バイオプシー研究会（箱根）2013 年 9 月 
561. Andriana BB, Sawa M, Taketani A, Maeda Y, Sato H. Some characteristic of Raman spectroscopic in 

studying live tumor model. 第 2 回光バイオプシー研究会（箱根）2013 年 9 月 
562. 福井泰祐、増尾貞弘 超解像光学イメージングを駆使した SERS ホットスポットの可視化 第 7 回分子科学

討論会（京都）2013 年 9 月 
563. ＊立石知基、増尾貞弘 AFM チップによるプラズモン増強を用いた単一 CdSe/ZnS コロイド量子ドットの発

光挙動制御 第 7 回分子科学討論会（京都）2013 年 9 月 
564. 大江真理子、佐藤駿実、増原陽人、山田容子、増尾貞弘 アセン系ジケトン誘導体ナノ粒子の作製と光変

換 第 74 回応用物理学会秋季学術講演会（京田辺）2013 年 9 月 
565. 立石知基、増尾貞弘 AFM チップによるプラズモン増強を用いた単一コロイド量子ドットの発光挙動制御

第 74 回応用物理学会秋季学術講演会（京田辺）2013 年 9 月 
566. 金高圭佑、佐藤良太、寺西利治、増尾貞弘 プラズモンと相互作用した単一量子ドットの光子アンチバンチ

ング挙動評価 －AFM を駆使した金ナノ粒子の操作－ 第 74 回応用物理学会秋季学術講演会（京田辺）

2013 年 9 月 
567. 増尾貞弘、佐藤亘、青竹達也、山口裕二、大倉達也、中山健一、山田容子 顕微蛍光分光法による太陽

電池デバイスの電荷分離効率評価 第 74 回応用物理学会秋季学術講演会（京田辺）2013 年 9 月 
568. ＊山中章央、増尾貞弘 AFM 操作を駆使した単一量子ドット－金属ナノワイヤー系の作製とその発光挙

動評価 2013 年光化学討論会（松山）2013 年 9 月 
569. ＊小池瑛子、増尾貞弘 フェムト秒レーザーアブレーションを駆使した発光性シリコンナノ粒子の作製

2013 年光化学討論会（松山）2013 年 9 月 
570. ＊金高圭佑、佐藤良太、寺西利治、増尾貞弘 単一量子ドット－金ナノ粒子系の光子アンチバンチング挙

動評価－AFM 操作による距離制御－ 2013 年光化学討論会（松山）2013 年 9 月 
571. ＊Masuo S, Tanaka K, Yamada H. Photoconversion of pentacene diketone derivatives in crystalline phase. 

2013 JSAP-MRS Joint Symposia（京田辺）2013 年 9 月 
572. Oe M, Sato T, Masuhara A, Yamada H, Masuo S. Preparation and photoconversion of nanocrystals consisting 

of diketoacenes. 2013 JSAP-MRS Joint Symposia（京田辺）2013 年 9 月 
573. Taketani A, Ishigaki M, Andriana BB, Sato H. Raman spectroscopy for the in situ investigation of advancing 

colorectal tumors in live model mice. 7th International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy
（神戸）2013 年 8 月 
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574. ＊Sato H, Moor K, Meksiarun P, Taketani A, Hashimoto K, Ishigaki M, Maeda Y, Andriana BB. Prospects of 

biomedical Raman spectroscopy. 7th International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy（神戸）

2013 年 8 月 
575. Andriana BB, Miyoshi N, Taketani A, Ishigaki M, Sato H. The phosphodiester group in colorectal tumor 

observed by Raman spectroscopic and FTIR. 7th International Conference on Advanced Vibrational 
Spectroscopy（神戸）2013 年 8 月 

576. ＊Nishimoto Y, Maeda Y, Sato H. Development of CARS system for biology using dual-wavelength 
electronically tuned laser. 7th International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy（神戸）2013 年

8 月 
577. Ichihara D, Omura K, Oshima Y, Sato H. Analysis of correlation drug evaluation and Raman spectra using 

cell differentiation Model. 7th International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy（神戸）2013
年 8 月 

578. Sawa M, Andriana BB, Sato H. Analysis of spectroscopic technique for live tissue on a subcutaneous tumor 
model mouse. 7th International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy（神戸）2013 年 8 月 

579. Ishigaki M, Sato H. The discrimination of fish egg quality and viability by using Raman spectroscopy. 7th 
International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy（神戸）2013 年 8 月 

580. Alzahrani SS, Fukuda K, Sawa M, Hashimoto K, Andriana BB, Sato H. Label-free monitoring of the effects 
of caffeine and 5-fluorouracil treatment on human pancreatic cancer Cells by Raman microscopy. 7th 
International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy（神戸）2013 年 8 月 

581. Moor K, Otani K, Andriana BB, Sato H. Early detection of virus infection by Raman spectroscopy. 7th 
International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy（神戸）2013 年 8 月 

582. Fukuda K, Sato H, Ichihara D. Development of the analytical of embryonic stem cells differentiation by 
Raman spectroscopy. 7th International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy（神戸）2013 年 8
月 

583. Hashimoto K, Kudoh SN, Sato H. Analysis of the maturation process of rat hippocampal neurons by Raman 
spectroscopy. 7th International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy（神戸）2013 年 8 月 

584. ＊Meksiarun P, Spegazzini N, Matsui H, Nakajima K, Matsuda Y, Sato H. In vivo study of lipids 
accumulation in microalgal marine diatom Thalassiosira pseudonana by using Raman spectroscopy. 7th 
International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy（神戸）2013 年 8 月 

585. Maeda Y, Ishigaki M, Taketani A, Andriana BB, Ishihara R, Sato H. Diagnosis of early stage esophageal 
cancer with Raman spectroscopy. 7th International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy（神戸）

2013 年 8 月 
586. ＊Matsuda Y. Molecular aspects of carbon acquisition mechanisms in marine diatoms. 10th International 

Phycologycal Congress（Orlando, USA）2013 年 8 月（招待講演） 
587. 西川諒、秀瀬涼太、今井友裕、片野正展、加藤知、金井保、跡見晴幸、今中忠行、藤原伸介 超好熱性ア

ーキア Thermococcus kodakarensis の二つの Transcription factor B の役割 第 26 回日本 Archaea 研究会

講演会（東京）2013 年 7 月 
588. 秀瀬涼太、川妻孝平、今中忠行、藤原伸介 超好熱性アーキア Thermococcus kodakarensis の水素•硫化

水素発生に関わる転写因子 Tk-SurR の転写調節機構 第 26 回日本 Archaea 研究会講演会（東京）2013
年 7 月 

589. ＊大崎浩一 走化性・増殖系に現れる非線形現象とその解析―これまでとこれから― 南大阪応用数学

セミナー（堺）2013 年 7 月（招待講演） 
590. Purba ER, Oguro A, Imaoka S. Difference of epoxide hydrolase and phosphatase activities in the 

polymorphic variants of human soluble epoxide hydrolase. The VIII International Congress of Toxicology
（Coex, Korea）2013 年 7 月 

591. Oida S, Oguro A, and Imaoka S. Cross-talk of signalings between NF-κB and AhR or HIF-1alpha. The VIII 
International Congress of Toxicology（Coex, Korea）2013 年 7 月 

592. Oguro A, Imaoka S. Down-regulation of soluble epoxide hydrolase by SP1 under oxidative stress condition. 
The VIII International Congress of Toxicology（Coex, Korea）2013 年 7 月 

593. ＊Masuo S, Uedao T, Kanetaka K, Naiki H, Itaya A. Photon antibunching of single colloidal quantum dots 
coupled to metal nanoparticles. International Conference on Photochemistry (ICP2013)（KU Leuven, 
Belgium)2013 年 7 月 

594. ＊Masuo S, Kanetaka K, Uedao T. Emission behavior of a single quantum dot-metal nanoparticles systems. 
Symposium on Plasmon-based Chemistry and Physics（KU Leuven, Belgium)2013 年 7 月 

595. ＊Oi T, Sakaguchi T, Matsuda Y. Reorganization of the UMP synthase gene allele in Phaeodactylum 
tricoenutum. EMBO Workshop The Molecular Life of Diatoms（Paris, France）2013 年 6 月  

596. ＊Yoshinaga R, Niwa M, Matsui H, Matsuda Y. Determination of iron-responsive Cis-element in the marine 
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diatom, Phaeodactylum tricornutum. EMBO Workshop The Molecular Life of Diatoms（Paris, France）2013
年 6 月 25 

597. ＊Matsuda Y. SLC4 family bicarbonate transporters in marine diatoms. EMBO Workshop The Molecular 
Life of Diatoms（Paris, France）2013 年 6 月 

598. Konishi Y, Miyazaki T, Hirai Y. The released forms of syntaxin3 and 4elicit anti-apoptotic responses in 
HaCaT keratinocytes. 第 65 回日本細胞生物学会大会（名古屋）2013 年 6 月 

599. ＊Kadono N, Nakajima K, Hirai Y. Control of the epidermal cornification by extracellular Syntaxin4 and its 
peptide antagonist ST4n1. 第 65 回日本細胞生物学会大会（名古屋）2013 年 6 月 

600. ＊Santosa V, Sabrina M, Hirose N, Tanaka K. The fission yeast MCM-BP, Mcb1, regulates MCM function 
during pre-replicative complex formation in DNA replication. The 7th International Fission Yeast Meeting 
Pombe2013（London, UK）2013 年 6 月 

601. ＊Miyagawa K, Tsuji H, Santosa V, Tanaka K. SUMOylation regulates telomere length homeostasis by 
targeting the shelterin subunit Tpzl in fission yeast. The 7th International Fission Yeast Meeting Pombe2013
（London, UK）2013 年 6 月 

602. 増尾貞弘 光子アンチバンチングでみる励起子ダイナミクス 第 34 回光化学若手の会（神戸）2013 年 6 月

603. ＊Samukawa M, Nakao K, Endo Y, Kikutani S, Matsuda Y. Localization of carbonic anhydrases in the 
marine diatom Thalassiosira pseudonana. The 8th International Symposium on Inorganic Carbon Utilization 
by Aquatic Photosynthetic Organisms（New Orleans, USA）2013 年 5 月 

604. ＊Matsui H, Nakajima K, Matsuda Y. Aquaporins in two marine diatoms, Phaeodactylum tricornutum and 
Thalassiosira pseudonana, transport CO2 into cells. The 8th International Symposium on Inorganic Carbon 
Utilization by Aquatic Photosynthetic Organisms（New Orleans, USA）2013 年 5 月 

605. ＊Nakajima K, Tanaka A, Matsuda Y. SLC4 family transporters in a marine diatom directly pump 
bicarbonate from seawater. The 8th International Symposium on Inorganic Carbon Utilization by Aquatic 
Photosynthetic Organisms（New Orleans, USA）2013 年 5 月 

606. ＊Matsuda Y. CCMs in two model strains of marine diatom. The 8th International Symposium on 
Inorganic Carbon Utilization by Aquatic Photosynthetic Organisms（New Orleans, USA）2013 年 5 月 

607. ＊Hagiwara N, Hirai Y. Extracellular syntaxin4 triggers the differentiation program in teratocarcinoma F9 
cells with impacts on cell adhesion properties. 第 46 回日本発生生物学会（松江）2013 年 5 月 

608. Maekubo K, Hirai Y. Temporal observation of the influence of the Fgf signal about somite formation. 第 46
回日本発生生物学会（松江）2013 年 5 月 

609. ＊Masuda E, Aono Y, Ojima M, Maekubo K, Hagiwara N, Hirai Y. Establishment of simple culture system 
for the three-dimensional mammalian osteogenesis. 第 46 回日本発生生物学会（松江）2013 年 5 月 

610. 増尾貞弘、山田容子、中山健一、矢貝史樹、生駒忠昭 革新的塗布型材料による有機薄膜太陽電池の構

築 第 10 回「次世代の太陽光発電システム」シンポジウム（金沢）2013 年 5 月 
611. ＊Tateishi T, Masuo S. Control of the emission behavior of a single colloidal quantum dot by AFM tip 

enhancement. The 40th International Symposium on Compound Semiconductors (ISCS 2013)（神戸）2013 年

5 月 
612. ＊Koike E, Masuo S. Fabrication of luminescent silicon nanoparticles -Electrochemical etching and laser 

ablation in liquids-. The 40th International Symposium on Compound Semiconductors (ISCS 2013)（神戸）

2013 年 5 月 
613. ＊Kanetaka K, Sato R, Teranishi T, Masuo S. Emission behavior of a single quantum dot–gold nanocube 

system -Distance control by AFM manipulation-. The 40th International Symposium on Compound 
Semiconductors (ISCS 2013)（神戸）2013 年 5 月 

614. ＊菊谷早絵、中島健介、松田祐介 海洋性珪藻における LCBI ホモログの局在および機能 第 54 回日本

植物生理学会（岡山）2013 年 3 月 
615. ＊吉永亮、松井啓晃、丹羽めぐみ、松田祐介 海洋性珪藻の鉄応答転写機構の解析 第 54 回日本植物

生理学会（岡山）2013 年 3 月 
616. ＊寒川美央、中尾仁香、遠藤祐里、菊谷早絵、松田祐介 海洋性珪藻 Thalassiosira pseudonana における

カーボニックアンヒドラーゼの局在解析  第 54 回日本植物生理学会（岡山）2013 年 3 月 
617. ＊松田祐介 海洋性珪藻プラスチド代謝のレドックス制御 第 54 回日本植物生理学会（岡山）2013 年 3 月

（シンポジウム講演） 
618. 藤原伸介 好熱菌分岐鎖ポリアミンの生合成、および高温下での翻訳の効率化 日本農芸化学会 2013 年

度大会（仙台）2013 年 3 月 
619. ＊秀瀬涼太、井上貴央、藤原伸介 超好熱性アーキア Thermococcus kodakarensis 由来システインデスル

フラーゼに依存する含硫化合物の探索 日本農芸化学会 2013 年度大会（仙台）2013 年 3 月 
620. 赤坂直紀、佐古田久雄、秀瀬涼太、藤原伸介 酢酸菌 Gluconacetobacter europaeus における遺伝子破壊
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系の構築  日本農芸化学会 2013 年度大会（仙台）2013 年 3 月 

621. 岡田和真、秀瀬涼太、福田青郎、大島泰郎、今中忠行、藤原伸介 超好熱性アーキア Thermococcus 
kodakarensis の新規アミノプロピル基転移酵素の同定 日本農芸化学会 2013 年度大会（仙台）2013 年 3
月 

622. ＊Alshehri Amira、安部芳、秀瀬涼太、今岡進、藤原伸介 耐熱性 Protein Disulfide Isomerase を利用した

効率的な BPA の回収 日本農芸化学会 2013 年度大会（仙台）2013 年 3 月 
623. 井上貴央、青木俊、秀瀬涼太、細川桂一、跡見晴幸、今中忠行、藤原伸介 超好熱性アーキアのリボソー

ム画分に存在する熱ショックタンパク質の機能解析 日本農芸化学会 2013 年度大会（仙台）2013 年 3 月 
624. Sahara Tatit Novi、長岡英里子、秀瀬涼太、今中忠行、藤原伸介 超好熱始原菌 Thermococcus 

kodakarensis の低温誘導型 RNA ヘリカーゼの機能解析 日本農芸化学会 2013 年度大会（仙台）2013 年

3 月 
625. 西川諒、秀瀬涼太、今井友裕、加藤知、跡見晴幸、金井保、片野正展、藤原伸介 超好熱始原菌

Thermococcus kodakarensis の二つの Transcription factor B の異なる役割 日本農芸化学会 2013 年度大

会（仙台）2013 年 3 月 
626. 川妻孝平、秀瀬涼太、今中忠行、藤原伸介 超好熱菌 Thermococcus kodakarensis の水素・硫化水素発

生に関わる転写因子 Tk-SurR の転写制御機構 日本農芸化学会 2013 年度大会（仙台）2013 年 3 月 
627. ＊芦田晃嗣、久津間保徳、重政英史、玉井尚登、大谷昇、金子忠昭 Si 圧力に依存した 4H-SiC{0001}上

グラフェン成長安定化機構 第 60 回応用物理学会（厚木）2013 年 3 月 
628. ＊重政英史、久津間保徳、大谷昇、金子忠昭、玉井尚登 4H-SiC{0001}エピタキシャルグラフェンのフェ

ムト秒近赤外過渡吸収分光と温度依存性 第 60 回応用物理学会（厚木）2013 年 3 月 
629. ＊飛川慶治郎、重政英史、久津間保徳、大谷昇、金子忠昭、玉井尚登 金ナノ構造体-グラフェン系のフェ

ムト秒近赤外過渡吸収分光 第 60 回応用物理学会（厚木）2013 年 3 月 
630. ＊上道賢太、大崎浩一 ミツバチの造巣過程に対する数理モデル構成に向けて 日本数学会応用数学分

科会（京都）2013 年 3 月 
631. 田中克己、山田容子、増尾貞弘 ペンタセンジケトン結晶の光変換評価 第 60 回応用物理学会春季学術

講演会（厚木）2013 年 3 月 
632. 大江真理子、佐藤駿実、増原陽人、山田容子、増尾貞弘 ペンタセンジケトンナノ結晶の作製とその光変

換 第 60 回応用物理学会春季学術講演会（厚木）2013 年 3 月 
633. 山中章央、増尾貞弘 AFM 操作による金属ナノワイヤー－単一量子ドット系の作製とその発光挙動評価

日本化学会第 93 春季年会（京都）2013 年 3 月 
634. 福井泰佑、増尾貞弘 超解像光学イメージングによる SERS ホットスポットの可視化 日本化学会第 93 春

季年会（京都）2013 年 3 月 
635. ＊立石知基、増尾貞弘 AFM チップによるプラズモン増強を用いた単一量子ドットの発行挙動制御 日本

化学会第 93 春季年会（京都）2013 年 3 月 
636. ＊小池瑛子、増尾貞弘 発光性シリコンナノ粒子の作製とその発光特性評価～電解エッチングおよび液中

レーザーアブレーション～ 日本化学会第 93 春季年会（京都）2013 年 3 月 
637. ＊金高圭佑、佐藤良太、寺西利治、増尾貞弘 プラズモンと相互作用した単一量子ドットの発光挙動評価 

～AFM 操作による単一量子ドット‐金ナノ粒子間の距離制御～ 日本化学会第 93 春季年会（京都）2013
年 3 月 

638. 増尾貞弘 光子アンチバンチング測定でみる励起子ダイナミクス 第１回物質と光作用シンポジウム（朝

倉）2013 年 3 月 
639. 増尾貞弘 局在プラズモンと相互作用した単一量子ドットの光子アンチバンチング挙動 日本分光学会北

海道支部会シンポジウム（札幌）2013 年 3 月 
640. ＊Tanaka K, Yamada H, Masuo S. Photoconversion of Pentacene Diketone Derivatives in Crystalline Phase. 

Seventh International Conference on Molecular Electronics and Bioelectronics (M&BE7)（福岡）2013 年 3 月

641. ＊Tateishi T, Masuo S. Control of the emission behavior of a single CdSe/ZnS quantum dot by plasmon 
generated on an AFM tip. Seventh International Conference on Molecular Electronics and Bioelectronics 
(M&BE7)（福岡）2013 年 3 月 

642. ＊Koike E, Masuo S. Fabrication of luminescent silicon nanoparticles by the electrochemical etching and by 
the laser ablation. Seventh International Conference on Molecular Electronics and Bioelectronics (M&BE7)
（福岡）2013 年 3 月 

643. ＊Kanetaka K, Sato R, Teranishi T, Masuo S. Emission behavior of a single quantum dot–metal nanoparticle 
system ~manipulation of metal nanoparticle using AFM probe~. Seventh International Conference on 
Molecular Electronics and Bioelectronics (M&BE7)（福岡）2013 年 3 月 

644. Moor K, Nishimoto Y, Sawa M, Kitamura H, Ohtani K, Sato H. Study of virus by micro-Raman spectroscopy. 
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BiOS (San Francisco, USA) 2013 年 2 月 

645. ＊Maeda Y, Nishimoto Y, Sato H. Development of CARS spectrometer using dual-wavelength electronically 
turned laser. BiOS (San Francisco, USA) 2013 年 2 月 

646. Ishigaki M, Taketani A, Maeda Y, Andriana BB, Ishihara R, Sato H. The study of esophageal cancer in an 
early stage by using Raman spectroscopy. BiOS (San Francisco, USA) 2013 年 2 月 

647. Andriana BB, Miyoshi N, Soeratman CLR, Ishigaki M, Maeda Y, Taketani A, Limantara L, Sato H. Ball lens 
hollow Raman probe and Fourier transform infrared applied for studying non-clinic samples colorectal tumor 
models. BiOS (San Francisco, USA) 2013 年 2 月 

648. ＊Kaneko T. Instability control of Si-sublimated SiC surfaces under various Si pressures for SiC etching and 
epitaxial grapheme growth. Symposium on Surface and Nano Science 2013（山形）2013 年 1 月 

649. ＊金子忠昭 超高温 Si 分圧可変環境を用いた熱分解 SiC グラフェン成長制御 第５回九大グラフェン研究

会（福岡）2013 年 1 月 
650. 金ミンス、今村健志、大嶋祐介、橋本剛佑、佐藤英俊 ラマン分光法による骨芽細胞分化のモニタリング

レーザー学会第 33 回年次大会（姫路）2013 年 1 月 
651. 市原大輔、大嶋祐介、大沼 清、佐藤英俊 ラマン分光法を用いた生細胞分化測定技術の開発、及び応

用研究 レーザー学会第 33 回年次大会（姫路）2013 年 1 月 
652. 橋本剛佑、工藤 卓、佐藤英俊 ラマン分光法を用いた神経細胞の機能と分子組成変化の相関解析 レ

ーザー学会第 33 回年次大会（姫路）2013 年 1 月 
653. ＊菅野夏那、山本 亮、佐藤英俊 生体解析用ライトシートダイレクトラマンイメージング装置の開発と性能

評価 レーザー学会第 33 回年次大会（姫路）2013 年 1 月 
654. 福田健人、佐藤英俊 ラマン分光法を用いた ES 細胞の分化の分析技術の開発 レーザー学会第 33 回年

次大会（姫路）2013 年 1 月 
655. ＊西本雄祐、前田康大、佐藤英俊 生体応用のための CARS 分光システムの開発 レーザー学会第 33

回年次大会（姫路）2013 年 1 月 
656. 竹谷皓規、Hariyani R、Andriana BB、石垣美歌、佐藤英俊 ラマン内視鏡を用いた生きたモデルマウス内

の直腸腫瘍進行の in situ 研究 レーザー学会第 33 回年次大会（姫路）2013 年 1 月 
657. 前田裕衣、高根沢聡太、廣井達哉、田村茉菜、Meksiarun P、佐藤英俊 ラマン分光法を用いた培養皮膚

モデルでの脂質酸化分析 レーザー学会第 33 回年次大会（姫路）2013 年 1 月 
658. ＊山本 亮、菅野夏那、佐藤英俊 ライトシートダイレクトラマンイメージング技術の開発 レーザー学会第

33 回年次大会（姫路）2013 年 1 月 
659. 澤 将規、Andriana BB、松村理穂、竹谷皓規、佐藤英俊 皮下腫瘍モデルマウスを用いた生組織の分光

分析技術の開発 レーザー学会第 33 回年次大会（姫路）2013 年 1 月 
660. 藤原綾子、高楽、秀瀬涼太、今中忠行、藤原伸介 耐熱性の異なる TrpC が超好熱菌の生育に及ぼす影

響 第 85 回日本生化学会大会（福岡）2012 年 12 月 
661. ＊秀瀬涼太、藤原伸介 超好熱性アーキア Thermococcus kodakarensis 由来システインデスルフラーゼの

生理的意義 第 85 回日本生化学会大会（福岡）2012 年 12 月 
662. 長岡英里子、秀瀬涼太、今中忠行、藤原伸介 超好熱菌 Thermococcus kodakarensis の低温誘導型 RNA

ヘリカーゼの誘導機構 第 85 回日本生化学会大会（福岡）2012 年 12 月 
663. 大西優介、秀瀬涼太、今中忠行、藤原伸介 Thermococcus 属の PoI1 領域に存在するインテインの役割

第 85 回日本生化学会大会（福岡）2012 年 12 月 
664. 井上貴央、青木俊、秀瀬涼太、細川桂一、跡見晴幸、今中忠行、藤原伸介 超好熱性アーキアのリボソー

ム画分に存在する熱ショックタンパク質の機能解析 第 85 回日本生化学会大会（福岡）2012 年 12 月 
665. 大黒亜美、今岡進 可溶性エポキシドヒドロラーゼの脱リン酸化ドメインの新規基質、リゾホスファチジン酸

について 第 85 回日本生化学会大会（福岡）2012 年 12 月 
666. 種田祥子、大黒亜美、今岡進、酸化ストレスにおける可溶性エポキシド加水分解酵素発現抑制機構の解

明 第 85 回日本生化学会大会（福岡）2012 年 12 月 
667. Purba ER, Oguro A, Imaoka S. Identification and comparison of EPHX2 (sEH) and EPHX4 (EH4) in 

Xenopus laevis. 第 85 回日本生化学会大会（福岡）2012 年 12 月 
668. Leuhery EA, Purba ER, Oguro A, Imaoka S. Evaluation of catalytic activities of soluble epoxide hydrolase 

(sEH) toward endogenous substrates, EETs and LPAs, in six genetic variants of polimorphism. 第 85 回日本

生化学会大会（福岡）2012 年 12 月 
669. 今岡進 低酸素応答から酸化ストレス応答まで因子のクロストークについて 第 85 回日本生化学会大会

（福岡）2012 年 12 月（招待講演） 
670. ＊小林之乃、大黒亜美、今岡進 Protein disulfide isomerase (PDI) による低酸素誘導因子 HIF-1alpha の

活性抑制機構の解明 第 10 回がんとハイポキシア研究会（横浜）2012 年 12 月 
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671. ＊宮川恵輔、辻浩基、Venny Santosa、田中克典 SUMO 化修飾による分裂酵母テロメア長制御 第 30 回

染色体ワークショップ＆第 11 回核ダイナミクス研究会（淡路）2012 年 12 月 
672. ＊Santosa V, Sabrina M, Hirose N, Tanaka K. Fission yeast MCM-binding protein Mcb1 is related to MCM 

complex and important for efficient pre-RC formation. 第 35 回日本分子生物学会年会（福岡）2012 年 12
月 

673. ＊Kadono N, Nakajima K, Hirai Y. Control of the epidermal cornification by extracellular form of syntaxin4 
and its peptide antagonist ST4n1. 第 35 回日本分子生物学会（福岡）2012 年 12 月 

674. Takase T, Hirai Y. The functional analyses of AHF, a potent regulator of keratin fynamics. 第 35 回日本分

子生物学会（福岡）2012 年 12 月 
675. Ojima M, Hirai Y. Important role of insulin/IGF signaling on the mammalian cartilage morphogenesis. 第 35

回日本分子生物学会（福岡）2012 年 12 月 
676. Shono M, Hirai Y. Syntaxin3 regulates the function and morphology of melanocytes by controlling actin 

dynamics. 第 35 回日本分子生物学会（福岡）2012 年 12 月 
677. ＊Hagiwara N, Hirai Y. Extracellular syntaxin4 induces differentiation and survival in teratocarcinoma F9 

cells. 第 35 回日本分子生物学会（福岡）2012 年 12 月 
678. Fujimoto S, Hirai Y. An important role and the strict expression control of Hacl-1, a hair follicle specific 

KAP. 第 35 回日本分子生物学会（福岡）2012 年 12 月 
679. Miura Y, Hirai Y. Impacts of two isoforms of C/EBPβ LAP and LIP, on epithelial-mesenchymal transition 

(EMT) in the mammary epithelial cells. 第 35 回日本分子生物学会（福岡）2012 年 12 月 
680. 石垣美歌、竹谷皓規、前田康大、Andriana BB、石原立、佐藤英俊 ラマン分光法を用いた初期食道がん

の分析 第 35 回日本分子生物学会（福岡）2012 年 12 月 
681. 橋本剛佑、工藤卓、佐藤英俊 ラマン分光法を用いた神経細胞の機能と分子組成変化の相関解析 レー

ザー学会第 437 回研究会「ニューロフォトニクス」（東京）2012 年 12 月 
682. ＊Ichihara D, Onuma K, Sato H. Development and application study for Raman spectroscopy on live cells. 

SPEC2012（Chiang Mai, Thailand）2012 年 11 月 
683. Taketani A, Hariyani R, Andoriana BB, Sato H. Raman endoscopy for in situ investigation of advancing 

colorectal tumor in live model mice. SPEC2012（Chiang Mai, Thailand）2012 年 11 月 
684. Maeda Y, Hiroi T, Tamura M, Meksiarun P, Takanezawa S, Sato H. Raman analysis of lipid oxidation in 

human skin model. SPEC2012（Chiang Mai, Thailand）2012 年 11 月 
685. Hashimoto K, Kudoh SN, Sato H. Raman study of function and molecular composition in neural cells. 

SPEC2012（Chiang Mai, Thailand）2012 年 11 月 
686. Sawa M, Taketani A, Andoriana BB, Sato H. Analysis of spectroscopy technique for live tissue on a 

subcutaneous tumor model mouse. SPEC2012（Chiang Mai, Thailand）2012 年 11 月 
687. Sato H. Raman studies on progression of tumor in live mouse models and cells. SPEC2012（Chiang Mai, 

Thailand）2012 年 11 月 
688. Sato H, Taketani A, Hashimoto K, Maeda Y, Ishigaki M, Andriana BB. Raman study of colorectal cancer in 

live mouse model and cells. FACSS-Scix2012（Kansas city, USA）2012 年 11 月 
689. ＊松田祐介 珪藻エンジニアリングによる CO2 濃縮およびセンシング機構の研究 平成 24 年度名城大学

組換 DNA 実験安全委員会講演会（名古屋）2012 年 11 月（招待講演） 
690. ＊Matsuoka Y, Ashida K, Kaneko T. Direct EB patterning of functional oxide mask on non-plant surfaces 

applied for GaAs nanostructures. 25th International Microprocesses and Nanotechnology Conference (MNC) 
2012（神戸）2012 年 11 月 

691. ＊鳥見聡、野上暁、牛尾昌史、金子忠昭 浸炭 TaC 部材を用いた Si 蒸気圧エッチング法による新規アニ

ール技術の開発 SiC 及び関連ワイドギャップ半導体研究会第 21 回講演会（大阪）2012 年 11 月 
692. ＊久津間保徳、萩原健太、芦田晃嗣、大谷昇、金子忠昭 Si 蒸気圧可変環境における連続的 SiC 表面形

成モデル：SiC-rich SiC エッチングから C-rich グラフェン成長まで SiC 及び関連ワイドギャップ半導体研究

会第 21 回講演会（大阪）2012 年 11 月 
693. ＊萩原健太、久津間保徳、芦田晃嗣、大谷昇、金子忠昭 Si 蒸気圧エッチングを用いた 4°off 

4H-SiC(0001) Si 面マクロステップバンチング分解・抑制機構 SiC 及び関連ワイドギャップ半導体研究会

第 21 回講演会（大阪）2012 年 11 月 
694. ＊上道賢太、大崎浩一、大谷剛 ミツバチの造巣過程に対する数理モデル構成に向けて 兵庫県生物学

会 2012（神戸）2012 年 11 月 
695. ＊Uemichi K, Osaki K. Does self-assembly of honeybees assist the self-organization of constructing their 

honeycombs? International Conference on Modeling, Analysis and Simulation (ICMAS) 2012（東京）2012 年

11 月 
696. ＊Masuo S, Naiki H, Uedao T, Kanetaka K, Itaya A. Photon antibunching of a single semiconductor 
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nanocrystal interacting with the localized surface plasmon of metal nanostructures. 2012 MRS Fall Meeting
（Boston, USA）2012 年 11 月 

697. ＊増尾貞弘 光子アンチバンチング測定法 ～ナノサイズ発光体を対象として～ 日本分光学会関西支部

「最近の光源開発・計測法の進歩と分光学への応用」（京都）2012 年 11 月 
698. ＊Masuo S, Uedao T, Kanetaka K, Naiki H, Itaya A. Photon antibunching of a single colloidal quantum dot 

interacting with localized surface plasmon. 7th Asian Photochemistry Conference 2012（大阪）2012 年 11 月 
699. 赤坂直紀、佐古田久雄、藤原伸介 酢酸菌 Gluconacetobacter europaeus による分岐鎖アミノ酸の生産第

64 回日本生物工学会大会（神戸）2012 年 10 月 
700. 秀瀬良太、長岡英里子、藤原綾子、藤原伸介 Thermococcus kodakarensis を宿主とした低温誘導発現系

の開発 第 64 回日本生物工学会大会（神戸）2012 年 10 月 
701. 大西雄介、秀瀬良太、今中忠行、藤原伸介 制限酵素 Pl-TkoⅡの DNA 転移現象における役割 第 64 回

日本生物工学会大会（神戸）2012 年 10 月 
702. ＊前田康大、西本雄祐、佐藤英俊 生体応用に向けた CARS 顕微鏡の開発と安定化に向けた取り組み

最先端光計測とライフサイエンスの近未来‐バイオ・ラマン 2017‐【2】（和光）2012 年 10 月 
703. 竹谷皓規、Hariyani R、Andriana BB、石垣美歌、佐藤英俊 ラマン内視鏡を用いた生きたモデルマウス内

の直腸腫瘍進行の in situ 研究 レーザー学会第 430 回研究会（仙台）2012 年 9 月 
704. ＊松井 啓晃、丹羽 めぐみ、松田 祐介 海洋性珪藻の鉄応答転写制御機構の解明 第 76 回日本植物

学会（姫路）2012 年 9 月 
705. ＊田中 敦士、松田 祐介 海洋性珪藻の CO2/光応答性プロモーターの比較解析 第 76 回日本植物学会

（姫路）2012 年 9 月 
706. ＊Kutsuma Y, Ashida K, Shigemkasa H, Tamai N, Ohtani N, Kaneko T. The synthesis of high quality 

monolayer at 2000℃ on 4H-SiC(000-1) C-face by kprecise control of Si kkkvapor phase inside TaC 
semi-closed container in UHV. ECSCRM2012（Saint-Petersburg, RUSSIA）2012 年 9 月 

707. ＊Matsuoka Y, Ashida K, Kaneko T. Direct EB patterning of thermostable oxide mask on non-planar GaAs 
surface for in situ fabrication of nano-pyramid array and selective growth of nanostructures by MBE. The 
17th International Conference on Molecular Beam Epitaxy（奈良）2012 年 9 月 

708. Kushida T，Narumi I，Fujiwara S，Imanaka T，Higashibata H．Anaysis of the DNA Polymerase B disruptant 
of hyperthermophilic archaeon Thermococcus kodakarensis. 9Th international congress on extremophiles
（Sevilla，Spain）2012 年 9 月 

709. Sano S，Fujiwara S．Mutations to create thermostable reverse transcriptase with bacterial family A DNA 
polymerase from Thermotoga petrophilla K4．9Th international congress on extremophiles（Sevilla，Spain）

2012 年 9 月 
710. 田中克己、山田容子、増尾貞弘 結晶状態におけるペンタセンジケトンの光変換過程 2012 年秋季第 73

回応用物理学会学術講演会（松山）2012 年 9 月 
711. 沖本紗季、鳥本司、増尾貞弘、玉井尚登 ZnS-AgInS2 ナノ微粒子のオージェ再結合と単一微粒子分光

2012 年光化学討論会（東京）2012 年 9 月 
712. ＊上田尾敏央、内貴博之、徳山晃規、及川英俊、増尾貞弘 単一量子ドット－シリカコート金属ナノ粒子系

の光子アンチバンチング挙動評価 2012 年光化学討論会（東京）2012 年 9 月 
713. ＊金谷資輝、増尾貞弘 発光性共役ポリマー鎖における発光サイトの検証 ～光子アンチバンチング測定

と超解像イメージング～ 2012 年光化学討論会（東京）2012 年 9 月 
714. ＊立石知基、増尾貞弘 AFM チップ増強による単一量子ドットの発光挙動制御 2012 年光化学討論会

（東京）2012 年 9 月 
715. ＊小池瑛子、増尾貞弘 液中フェムト秒レーザーアブレーションを駆使したシリコンナノ粒子の作製 2012

年光化学討論会（東京）2012 年 9 月 
716. ＊金高圭佑、増尾貞弘 単一量子ドット－金ナノ粒子系の発光挙動評価～AFM による金ナノ粒子のマニ

ピュレーション～ 2012 年光化学討論会（東京）2012 年 9 月 
717. ＊内貴博之、増尾貞弘、増原陽人、小野寺恒信、笠井均、及川英俊 プラズモン効果を制御した金属-量

子ドット複合ナノ構造体の増強発光 2012 年光化学討論会（東京）2012 年 9 月 
718. ＊Koike E, Masuo S. Formation of fluorescent molecules from liquid benzene and toluene by the intense 

femtosecond laser irradiation. IUMRS-ICEM2012（横浜）2012 年 9 月 
719. ＊Masuo S, Tanaka K, Yamada H. Photoconversion of a pentacene diketone derivative in crystalline phase. 

IUMRS-ICEM2012（横浜）2012 年 9 月 
720. ＊Matsuda Y, Kikutani S, Hara S, Hisabori T, Kroth PG. Redox regulation of plastid metabolism by 

thioredoxin in the marine diatom Phaeodactylum tricornutum. 22th Internetional Diatom Symposium（Ghent, 
Belgium）2012 年 8 月 
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721. ＊Naiki H, Masuhara A, Masuo S, Onodera T, Kasai H, Oikawa H. Highly controlled plasmonic emission 

enhancement from novel metal-quantum dot complex nanostructures. KJF International Conference on 
Organic Materials for Electronics and Photonics 2012（仙台）2012 年 8 月 

722. ＊Masuo S, Tanaka K, Yamada H. Photoconversion of pentacene diketone microcystals. KJF International 
Conference on Organic Materials for Electronics and Photonics 2012（仙台）2012 年 8 月 

723. ＊松田祐介 珪藻エンジニアリングによる CO2 応答機構の研究 2012 年度微細藻類研究会（岡崎）2012
年 7 月（招待講演） 

724. ＊Nawaly H, Tachibana M, Matsuda Y. Localization of two carbonic anhydrases, CA-IX and CA-X, in the 
marine diatoms, Phaeodactylum tricornutum. 9th Asia-Pacific Marine Biotechnology Conference（高知）

2012 年 7 月 
725. ＊Samukawa M, Nakao K, Endo Y, Matsuda Y. Localization of carbonic anhydrases in the marine diatom, 

Thalassiosira pseudonana. 9th Asia-Pacific Marine Biotechnology Conference（高知）2012 年 7 月 
726. ＊Yoshinaga R, Matsui H, Niwa M, Matsuda Y. The structure of iron responsive promoters in two model 

marine diatoms, Phaeodactylum tricornutum and Thalassiosira pseudonana. 9th Asia-Pacific Marine 
Biotechnology Conference（高知）2012 年 7 月 

727. ＊Sakaguchi T, Nakajima K, Matsuda Y. Development of a new screening system using pyrimidine 
auxotrophy in a marine diatom. 9th Asia-Pacific Marine Biotechnology Conference（高知）2012 年 7 月 

728. 秀瀬良太、西川諒、高楽、片野正展、金井保、跡見晴幸、藤原伸介 超好熱菌 Thermococcus 
kodakarensis の二つの転写開始因子 TFB1 と TFB2 の生理機能解析 第 25 回日本 Archaea 研究会講演

会（西宮）2012 年 7 月 
729. 長岡英里子、秀瀬良太、今中忠行、藤原伸介 超好熱菌 Thermococcus kodakarensis の低温誘導型 RNA

ヘリカーゼの誘導機構 日本 Archaea 研究会（西宮）2012 年 7 月 
730. 大西雄介、秀瀬良太、今中忠行、藤原伸介 Thermococcus 属における PolⅠ領域介在配列の転移性 第

25 回日本 Archaea 研究会講演会（西宮）2012 年 7 月 
731. ＊Nakaguchi E, Osaki K, Winkler M. Global existence of solutions to a parabolic-parabolic system for 

chemotaxis with logistic source in the higher-dimensional domain. 9th AIMS International Conference on 
Dynamical Systems, Differential Equations and Applications（Florida, USA）2012 年 7 月（招待講演） 

732. ＊今岡進 プロテインジスルフィドイソメラーゼ（PDI）への環境化学物質の結合とその作用機序について

第 39 回日本毒性学会学術年会（仙台）2012 年 7 月（招待講演） 
733. ＊松田祐介 珪藻エンジニアリングによる CO2 固定研究 第 3 回日本光合成学会公開シンポジウム（東

京）2012 年 6 月（招待講演） 
734. ＊Sato H, Taketani A, Hashimoto K, Maeda Y, Ishigaki M. Prospect of Raman spectroscopy for biomedical 

application. HIBES2012（Bandung, Indonesia）2012 年 6 月 
735. Andriana BB, Sato H, Miyoshi N. Toward The application of Raman fiber probe for non invasive cancer 

diagnosis. HIBES2012（Bandung, Indonesia）2012 年 6 月 
736. ＊Masuo S, Naiki H, Uedao T, Kanetaka K, Itaya A. Photon antibunching of a single colloidal quantum dot 

interacting with the localized surface plasmon of metal nanostructures. -Yamada Conference LXVI- 
International Conference on the Nanostructure-Enhanced Photo-Energy Conversion（東京）2012 年 6 月 

737. ＊Kanetaka K, Masuo S. Emission behavior of a single quantum dot-metal nanoparticle system using AFM 
manipulation. -Yamada Conference LXVI- International Conference on the Nanostructure-Enhanced 
Photo-Energy Conversion（東京）2012 年 6 月 

738. Miyazaki T, Hirai Y. The protective influence of syntaxin3 from the oxidative stress in HaCaT keratinocytes. 
第 64 回日本細胞生物学会（神戸）2012 年 5 月 

739. Shono M, Yoshioka R, Hirai Y. The functional and morphological control of B16 melanoma cells by 
syntaxin3. 第 64 回日本細胞生物学会（神戸）2012 年 5 月 

740. ＊Kadono Y, Okugawa Y, Nakajima K, Hirai Y. The impact of extracellular syntaxin4 on HaCaT keratinocyte 
behavior. 第 64 回日本細胞生物学会（神戸）2012 年 5 月 

741. Miura Y, Hirai Y. The possible involvement cf C/EBPβ in epithelial-mesenchymal transition (EMT) of 
mammary epithelial cells.  第 64 回日本細胞生物学会（神戸）2012 年 5 月 

742. Fujimoto S, Hirai Y. Altered localization of a KAP protein Hacl-1 and its possible role for the hair 
differentiation. 第 64 回日本細胞生物学会（神戸）2012 年 5 月 

743. Ojima M, Aono Y, Hirai Y. The cell condensation and the insulin stimulation distinctively affect the 
development of the mammalian cartilage. 第 45 回日本発生生物学会（神戸）2012 年 5 月 

744. ＊Hagiwara N, Hirai Y. The effects of extracellularly presented syntaxin4 on the differentiation and survival 
of F9 teratocarcinoma cells. 第 45 回日本発生生物学会（神戸）2012 年 5 月 

745. 増尾貞弘、内貴博之、上田尾敏久、金高圭佑、板谷明 単一量子ドット－金属ナノ構造系の光子アンチバ



    （様式 2） 
 

法人番号 281004 
プロジェクト番号 S1201039 

 
ンチング挙動 ナノオプティクス研究グループ研究討論会第 20 回記念シンポジウム（横浜）2012 年 5 月 

746. ＊Naiki H, Masuhara A, Masuo S, Onodera T, Kasai H, Oikawa H. Fabrication of Single Metal-Single 
Quantum Dot Complex Nanostructures for Control of Single-Photon Emission. International Association of 
Colloid and Interface Scientists 2012（仙台）2012 年 5 月 

747. ＊木村友紀、藤山一平、松田祐介 バイオシリカ形成作用を持つ新規ペプチドの構築 2012 年度日本農

芸化学会（京都）2012 年 3 月 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 
1. 2012 年 5 月 International Symposium On Inorganic carbon Utilization by Aquatic Photosynthetic 

Organisms (CCM)（水生生物による無機炭素利用に関する国際会議）ニューオリンズ 
2. 2012 年 6 月 The Molecular life of Diatom (国際珪藻分子生物学会議) パリ  
3. 2012 年 12 月 22 日 第 1 回関西 4 私大合同生命科学シンポジウム 立命館大学 びわこ・くさつキャンパ

ス 
4. 2013 年 12 月 17 日 分子珪藻研究会スタートアップ会議 兵庫県 有馬温泉 ねぎや陵楓閣 
5. 2014 年 1 月 24 日 第 2 回関西 4 私大合同生命科学シンポジウム 関西大学 千里山キャンパス 
6. 2014 年 11 月 30 日 第 3 回関西 4 私大合同生命科学シンポジウム、戦略的基盤研究形成事業報告会共

催 関西学院大学 西宮上ヶ原キャンパス 
7. 2014 年 12 月 15 日 第一回 分子珪藻研究会 関西学院大学 大阪梅田キャンパス 
8. 2015 年 7 月 The Molecular life of Diatom (国際珪藻分子生物学会議) シアトル 
9. 2015 年 10 月 31 日 第 4 回関西 4 私大合同生命科学シンポジウム 同志社大学 京田辺キャンパス 
10. 2015 年 11 月 29 日 第二回 分子珪藻研究会 関西学院大学 大阪梅田キャンパス 
11. 2016 年 8 月 International Symposium On Inorganic carbon Utilization by Aquatic Photosynthetic 

Organisms (CCM)（水生生物による無機炭素利用に関する国際会議）ケンブリッジ 
12. 2016 年 12 月 18 日 第三回 分子珪藻研究会 兵庫県 有馬温泉 ねぎや陵楓閣 
13. 2017 年 3 月 7 日 第 5 回関西 4 私大合同生命科学シンポジウム 関西学院大学 西宮上ヶ原キャンパス

 
本プロジェクトメンバーが主催する理工学セミナーを以下のとおり、開催した。 
1. 2012 年 4 月 11 日 世話人：田中 克典 

山本 卓 広島大学大学院理学研究科 数理分子生命理学専攻 分子遺伝学研究室・教授 
人工ヌクレアーゼを用いた様々な生物でのゲノム編集 

2. 2012 年 4 月 24 日 世話人：田中 克典 
Prof. Hsing-Wen Wang National Yang-Ming University, Taiwan 
Intrinsic biomarkers of angiogenesis, hypoxia, and cell death for disease diagnosis and therapy monitoring. 

3. 2012 年 5 月 23 日 世話人：田中 克典 
小林 純也 京都大学放射線生物研究センター ゲノム動態研究部門・准教授 
放射線高感受性遺伝病原因遺伝子 NBS1 のゲノム安定性維持における役割 

4. 2012 年 6 月 13 日 世話人：田中 克典 
北島 智也 理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター 染色体分配研究チーム・チームリーター 
母なる細胞、卵母細胞における染色体分配のライブイメージング 

5. 2012 年 7 月 25 日 世話人：田中 克典 
長森 英二 大阪大学大学院工学研究科生命先端工学専攻・講師 
培養骨格筋の活性収縮力計測技術と展開 

6. 2012 年 11 月 12 日 世話人：田中 克典 
佐藤 健 群馬大学 生体調節研究所 細胞構造分野・教授 
モデル動物を利用した高次生命現象における細胞内物質輸送の分子機構とその生理的役割の解析 

7. 2012 年 11 月 12 日 世話人：金子忠昭 
田中 裕久 ダイハツ工業（株） フロンティア技術開発部門エグゼクティブ研究マネージャー 
賢者の石を求めて－自動車触媒・燃料電池と地球の資源－ 

8. 2012 年 11 月 28 日 世話人：田中 克典 
中島 喜一郎 神戸天然物化学(株)・参与 
ペプチドの受託合成事業に携わって 

9. 2012 年 11 月 30 日 世話人：金子忠昭 
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若林 克法 （独）物質・材料研究機構 国際ナノアーキテクト二クス研究拠点 独立研究者 
グラフェンの電子物性（基礎から最近の話題まで） 

10. 2012 年 12 月 19 日 世話人：田中 克典 
岩崎 望 立正大学地球環境科学部 環境システム学科・教授 
宝石サンゴの科学と持続的な利用 

11. 2013 年 8 月 30 日 世話人：佐藤 英俊 
Prof. Yuqing Wu, State Key Laboratory for Supramolecular Structure and Materials, Jilin University, China 
Study on analysis capcid proteins. 

12. 2013 年 9 月 6 日 世話人：松田 祐介 
東京工業大学資源化学研究所附属資源循環研究施設 副所長 教授 久堀 徹 
演題：ATP 合成酵素の分子進化と活性制御 

13. 2013 年 10 月 30 日 世話人：増尾 貞弘 
山田 容子 奈良先端科学技術大学院大学 教授 
前駆体法を利用した機能性π共役拡張化合物の合成と物性 

14. 2014 年 3 月 13 日 世話人：藤原 伸介 
Prof. Dr. Bettina Siebers, Universitӓt Duisburg-Essen Molekulare Enzymtechnologie und Biochemie, 
Germany 
What we learned from archaea and thermophiles. 

15. 2014 年 5 月 16 日 世話人：増尾 貞弘 
永野 修作 名古屋大学ベンチャービジネスラボラトリー 准教授 
機能性高分子の組織制御 

16. 2014 年 5 月 28 日 世話人：田中 克典 
林 亜紀 理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター・研究員 
RNAi 機構が共役する染色体クロマチン形成メカニズム 

17. 2014 年 6 月 25 日 世話人：藤原 伸介 
保川 清 京都大学大学院農学研究科・教授 

18. レトロウィルス逆転写酵素の耐熱化と阻害剤探索 
19. 2014 年 8 月 29 日 世話人：増尾 貞弘 

阿部 二郎 青山学院大学理工学部 教授 
高速フォトクロミズムの基礎と応用 

20. 2014 年 10 月 29 日 世話人：今岡 進む 
橋爪 孝典 大阪大谷大学薬学部 教授 
医療現場で求められる新薬とその開発研究への道のり 

21. 2014 年 11 月 17 日 世話人：平井 洋平 
安達 直樹 （独）国立精神・神経医療センター神経研究所 研究員 
精神疾患における脳由来神経栄養因子（BDNF）の機能障害 

22. 2015 年 1 月 21 日 世話人：田中 克典 
伊藤昭博 理化学研究所 吉田化学遺伝学研究室 専任研究員 
タンパク質アセチル化による細胞運動制御～基礎から応用さらに基礎研究へ～ 

23. 2015 年 1 月 23 日 世話人：佐藤 英俊 
宝田 裕 東京大学大学院 新領域創成科学研究科メディカルゲノム専攻 特任教授 
遺伝子診断とマイクロバイオーム 

24. 2015 年 4 月 23 日 世話人：平井 洋平 
伊藤 廉 ミルボン株式会社 
放射光を利用した頭髪用化粧品の開発－頭髪と頭皮の基礎研究－ 

25. 2015 年 8 月 6 日 世話人：松田 祐介 
Robert K. Jansen テキサス大学統合生物学科 教授 
Plastid Genome Evolution Diatoms 

26. 2015 年 11 月 4 日 世話人：藤原 伸介 
Gunjana Theeragool カセサート大学 准教授 
高温耐性酢酸菌を利用した酢酸発酵 

27. 2015 年 11 月 16 日 世話人：金子 忠昭 
田中 悟 九州大学大学院工学研究院エネルギー量子工学部門 教授 
SiC 表面上のグラフェンナノ構造の形成と電子物性 

28. 2015 年 11 月 27 日 世話人：松田 祐介 
Peter G. Kroth Konstanz Univ. Faculty of Biology, Plant Ecophysiology 
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Molecular approaches to study diatoms 

29. 2015 年 11 月 27 日 世話人：松田 祐介 
Mario Giordano Politecnica delle Marche Univ., Plant Physiology 
ATP sulfurylase in algae; diversity, peculiarities and redox regulation 

30. 2016 年 7 月 27 日 世話人：大崎 浩一 
阪井 清美 福井大学遠赤外領域開発研究センター 特任教授 
遠赤外・テラヘルツ科学の進歩 

31. 2016 年 7 月 29 日 世話人：藤原 伸介 
Prof. Dr. Bettina Siebers, Universitӓt Duisburg-Essen Molekulare Enzymtechnologie und Biochemie, 
Germany 
What we learned from archaea and thermophiles. 

32. 2016 年 7 月 29 日 世話人：田中 克典 
北條 賢 神戸大学大学院理学研究科 特命助教 
生物間相互作用におけるケミカルコミュニケーションの仕組みと変化 

33. 2016 年 7 月 29 日 世話人：田中 克典 
武田 直也 基礎生物学研究所 共生システム研究部門 助教 
植物―微生物共生システムの解明と利用に向けて 

34. 2016 年 11 月 18 日 世話人：松田 祐介 
本橋 健 京都産業大学総合生命科学部生命資源環境学科 教授 
レドックス制御～光に応答して植物の代謝を制御する仕組み 

35. 2016 年 11 月 24 日 世話人：松田 祐介 
田中 厚子 琉球大学理学部海洋自然科学科生物系 熱帯生命機能講座 
不等毛植物の fuzzy な生物学 

36. 2017 年 1 月 13 日 世話人：今岡 進 
冨田 修平 大阪市立大学医学研究科 教授 
生体における低酸素応答性転写因子 HIF の役割 

 

１４ その他の研究成果等 

◆外部資金獲得状況 

研究代表者 研究題目 研究課題 
各年度研究費

(単位：千円) 

松田祐介 
（財）ひょうご科学技

術協会 平成 24 年度

一般学術研究助成 

海洋性珪藻類の生産性を支

える無機炭素輸送機構の解

明 
2012：1,800 

松田祐介 
科研費・挑戦的萌芽

研究 2012～2014 年

度 

珪藻殻形成にヒントを得たシ

リカ自己組織化塩基性ペプチ

ドの創成 

2012：1,000 
2013：1,000 
2014：1,000 

松田祐介 
科研費・基盤研究(B)

2012～2015 年度 

海洋性珪藻における無機炭

素獲得分子動態のモデリン

グ 

2012：5,700 
2013：2,700 
2014：2,500 
2015:2,400 

松田祐介 
公益財団法人 能村

膜構造技術振興財団

助成金 2015 年度 

膜材料の藻類付着に関する

研究 
2015:1,500 

松田祐介 
ゴードン・アンド・ベテ

ィ・ムーア財団 2015

年 

多様な微細真核藻類の形質

転換系の開発 
2015:3,226 

松田祐介 
先端的低炭素化技術

開発 2016 年度 

分担） 
液体燃料を蓄電媒体とする

白金フリー燃料電池自動車 
2016:2,000 
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松田祐介 
平成 28 年度学術研

究振興資金 

2016～2017 年度 

海洋性珪藻のオイル生産能

向上を目指した CO2 固定系

解明と増強 

2016:3,000 
2017: 

松田祐介 
科研費・新学術領域

研究（研究領域提案

型）2016～2020 年度

分担） 
C4 光合成を可能にしたプロト

ン駆動力制御の進化 

2016－
2020:3,450 

松田祐介 藤原科学財団 

第 73 回藤原セミナー 
The IVthe International 
Symposium “Molecular Life 
of Diatoms” 

2017:12,000 

藤原伸介 
科研費・基盤研究(C)

2011～2013 年度 

超好熱菌低温ショックシャペ

ロンの作用機序 

2011：1,800 
2012：1,500 
2013：900 

藤原伸介 
科研費・基盤研究(B)

2014～2016 年度 

超好熱菌の低温適応機構に

関する包括的理解 

2014：3,200 
2015:5,200 
2016:2,600 

藤原伸介 

（独）科学技術振興機

構 研究成果最適展

開 支 援 プ ロ グ ラ ム

（A-STEP）探索タイプ

ヘリカーゼを利用した高精度

な DNA 増幅技術 
2014:1,700 

藤原伸介 

（独）科学技術振興機

構 先端計測分析技

術・機器開発プログラ

ム 

高感度かつ高精度な転写産

物の検出技術の開発 

2014:3,685 
2015:1,747 
2016:1,276 
2017:1,940 

田中克典 
公益財団法人川西記

念新明和教育財団 

染色体末端配列テロメアの長

さを一定に保つ分子機構の

解明 

2012：900 

田中克典 
公益財団法人旭硝子

財団 

植物病原体感染における植

物病原体と宿主植物タンパク

質翻訳後修飾系の相互利用 

2013：2,000 

田中克典 
武 田 科 学 振 興 財 団

平成 26 年度 生命科

学研究助成 

染色体末端テロメア長制御機

構の解明 
2014:10,000 

田中克典 
内藤記念科学振興財

団 第 46 回 研究奨

励金 

テロメアの長さの制御機構の

解明 
2014:3,000 

田中克典 
科研費・基盤研究(B)

2015～2018 年度 

SUMO 化修飾による非コード

DNA 領域の機能制御機構の

解明 

2015:4,100 
2016:2,600 

田中克典 
科研費・挑戦的萌芽

研究 2016～2017 年

度 

染色体末端テロメア長維持の

新奇バックアップ機構の探索 
2016:1,700 
2017:1,100 

田中克典 
平成 29 年度 ひょう

ご科学技術協会 学

術研究助成 

染色体末端テロメアの長さ制

御機構の解明 
2017:1,000 
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大崎浩一 
科研費・若手研究(B)

2010～2013 年度 

反応拡散走化性系の解が呈

する蜂の巣構造と空間異方

の与える影響 

2010:900 
2011:500 

2012：1,200 
2013：600 

大崎浩一 
科研費・基盤研究(C)

2014～2018 年度 

走化性・増殖系に現れる非線

形現象とその解析―これまで

とこれから― 

2014：1,200 
2015:900 
2016:500 
2017:600 
2018:600 

金子忠昭 

（独）科学技術振興機

構 研究成果最適化

事業（ A-STEP ）シー

ズ育成タイプ 

超高真空、低温チップ増強ラ

マン分光イメージング装置の

開発 

2013:5,600 
2014:16,327 

佐藤英俊 

科研費・挑戦的萌芽

研究 2013～2014 年

度 

光によるウイルス感染の検

出・制御技術の開発 

2013：2,400 
2014：600 

佐藤英俊 

（独）科学技術振興機

構 研究成果最適化

事業（ A-STEP ）シー

ズ育成タイプ 

消化器用レーザーラマン分光

診断・治療支援システムの実

用化 

2012：16,000 
2013：14,748 

平井洋平 

（独）科学技術振興

機構 研究成果最適

化事業（A-STEP）シ

ーズ探索タイプ 

新規環状ペプチド群の外用

剤としての応用可能性検討 
2012：900 

平井洋平 

科 研 費 ・ 基 盤 研 究

（C） 

2012～2014 年度 

移植用の高機能細胞凝集体

の調製 

2012：1,700 
2013：1,700 
2014：700 

平井洋平 小林国際奨学財団 
次世代の薬効評価モデルに

関する研究 
2016: 5,000 

平井洋平 ホーユー科学財団 
皮膚老化に抗うペプチド混合

物の開発 
2016: 500 

今岡進 
科研費・挑戦的萌芽

研究 2011～2012 年

度 

新規タンパク質発現抑制法ド

メイン干渉によるヒト PDI 及び

sEH の機能解析 

2011:1,900 
2012：1,100 

今岡進 公益財団法人蓬庵社

寄付） 

ポリフェノール類の薬効と毒

性についての研究 

2012:450 

今岡進 
科研費・基盤研究(C)

2013～2015 年度 

環境化学物質による PDI 活

性阻害を介した甲状腺ホルモ

ンかく乱作用メカニズムの解

明 

2013：2,100 
2014：900 
2015:800 

増尾貞弘 
科研費・若手研究(A)

2010～2012 年度 

単一ナノサイズ発光体―金

属ナノ構造系の光子アンチバ

ンチング挙動評価 

2010:1,490 
2011:2,500 
2012：2,300 

増尾貞弘 科研費・基盤研究(C) 単一量子ドットにおける多重
2014：2,000 
2015:900 
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◆企業との連携実績  

研究代表者 連携企業名 研究課題 
各年度研究費

（単位：千円）

金子忠昭 東洋炭素株式会社 
超高温ナノテクを用いた

半導体関連素材の開発 

2012: 18,500 
2013: 10,425 
2014: 10,900 

金子忠昭 東洋炭素株式会社 
CMP-free 超高温安定化

EPI-ready SiCナノ表面制御

プロセスの開発 

2013: 43,390 
2014: 41,040 

平井洋平 株式会社マンダム 
ヒト皮膚における分化と

表皮健常化に関する研究 
2012: 1,350 

平井洋平 ミルボン株式会社 
毛髪の特性制御に関する

研究 

2012：567 
2013：567 
2014：567 

平井洋平 小林製薬株式会社 
ペプチドによる表皮分化

制御に関する研究 
2012：900 
2013：900 

平井洋平 小林製薬株式会社 
ぺパリン類似物質の保湿

作用及び傷痕治癒作用 

2013：2,250 
2014：2,250 
2015:2,250 
2016:2,250 

松田祐介 富士化学株式会社 

塩基性タンパク質による

シリカ形成反応に関する

研究および生成シリカの

応用 

2012: 540 

松田祐介 富士化学株式会社 
塩基性タンパク質によるシリ

カ形成に反応に関する研究

および生成シリカの応用 
2013：540 

松田祐介 
ダイハツ工業 

株式会社 

液体燃料供給型アニオン燃

料電池の実用化のために、

不純物が発電性能に与える

影響を調査する 

1,000 

2014～2016 年度 励起子生成・緩和過程の新

規評価法の確立 
2016:900 

増尾貞弘 
（独）科学技術振興機

構 戦略的創造研究

推進事業 CREST 

新規有機半導体材料の励起

子ダイナミクス評価 

2012：2,710 
2013：2,500 
2014：2,500 

増尾貞弘 

（独）科学技術振興機

構 研究成果最適化

事業（A-STEP）シー

ズ探索タイプ 

励起子ダイナミクスを制御し

た次世代量子ドット太陽電池

の開発 

2012：585 
2013：945 

跡見晴幸 
科研費・特別研究員

奨励費 

2016～2018 年度 

遺伝学的解析が行えない超

好熱性アーキアを対象とした

遺伝子操作系の開発 

2016-2018 : 
2,200 
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藤原伸介 マルカン酢株式会社 
昆虫捕虫器に添付する誘引

物質としての飛翔昆虫誘引

効果の高い食酢を開発する 
2013：1,800 

藤原伸介 マルカン酢株式会社 寄付） 
2012：900 
2013：900 

藤原伸介 マルカン酢株式会社 
高機能微生物の育種に関す

る研究 

2016-2018: 
1,000 

佐藤 英俊 
コニカミノルタオプト  

株式会社 

消化器用先端分光診断・治

療支援内視鏡の実用化 
2012：5,234 

佐藤 英俊 コニカミノルタ株式会社
消化器用先端分光診断・治

療支援内視鏡の実用化 
2013：2,700 

佐藤 英俊 キヤノン株式会社 

光バイオプシーを実現する

ライト・シート・ダイレクト・ラ

マンによるイメージング技術

の研究 

2013：4,959 

 
◆特許出願・取得状況 
1. 特願 2017-028170：窒化アルミニウム結晶およびその製造方法（2017 年 2 月 17 日） 
2. PCT/JP2016/004832：半導体ウエハの製造方法（2016 年 11 月 8 日） 
3. 特願 2016-149624：α-SMA 産生抑制剤（2016 年 7 月 29 日） 
4. 特許第 5948149 号：抗菌剤および抗菌性製品（2016 年 6 月 3 日） 
5. 特願 2016-092073：気相エピタキシャル成長方法及びエピタキシャル層付き基板の製造

方法（2016 年 4 月 28 日） 
6. 特願2016-089094：傾斜支持台付き標準試料、走査型電子顕微鏡の評価方法、及びSiC

基板の評価方法（2016 年 4 月 27 日） 
7. 特願 2016-089089：グラフェン前躯体付き SiC 基板の製造方法、グラフェン付き SiC 基板

の製造方法、及びグラフェン前躯体形成工程の処理条件の判定方法（2016 年 4 月 27
日） 

8. PCT/JP2015/005743：SiC 基板の表面処理方法（2015 年 11 月 17 日） 
9. PCT/JP2015/005742：SiC 基板のエッチング方法及び収容容器（2015 年 11 月 17 日） 
10. 特願 2015-222294：セラミド合成促進剤（2015 年 11 月 12 日） 
11. 特願 2015-222295：フィラグリン産生促進剤（2015 年 11 月 12 日） 
12. 特願 2015-220064：半導体ウエハの製造方法（2015 年 11 月 10 日） 
13. 特願 2015-220421：異常瘢痕形成抑制剤（2015 年 11 月 10 日） 
14. 特許第 5765512：バイオシリカ製造法（2015 年 6 月 26 日） 
15. 特願 2015-061592：板状バイオシリカの製造方法（2015 年 3 月 24 日） 
16. 特願 2015-036074：走査型電子顕微鏡観察コントラスト校正用標準試料及び走査型電子

顕微鏡を用いた結晶性基板の検査方法（2015 年 2 月 26 日） 
17. 特願 2014-233632：SiC 基板の表面処理方法及び SiC 基板の検査方法（2014 年 11 月

18 日） 
18. 特願 2014-233631：SiC 基板のエッチング方法及び収容容器（2014 年 11 月 18 日） 
19. 特願 2014-151183：好熱性アーキア由来 DEAD-box 型 RNA へリカーゼ及びその改変体

を用いる DNA 増幅方法、並びにその方法のために使用する好熱性アーキア由来

DEAD-box 型 RNA へリカーゼ及びその改変体（2014 年 7 月 24 日） 
20. 特願 2013-125020：SiC 基板の表面処理方法（2014 年 6 月 13 日） 
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21. 特願 2013-125018：SiC 半導体素子の製造方法（2014 年 6 月 13 日） 
22. US14/897342：SiC 基板の表面処理方法（2014 年 6 月 6 日） 
23. PCT/JP2014/003049：SiC 基板の表面処理方法（2014 年 6 月 6 日） 
24. PCT/JP2014/003048：SiC 半導体素子の製造方法（2014 年 6 月 6 日） 
25. 特願 2014-039378：走査型電子顕微鏡観察コントラスト校正用標準試料及び走査型電子

顕微鏡を用いた結晶性基板の検査方法（2014 年 2 月 28 日） 
26. 特願 2014-020764：改変された酢酸菌及びその利用（2014 年 2 月 5 日） 
27. 特願 2013-221483：動植物用成長促進剤 (2013 年 10 月 24 日) 
28. 特願 2013‐042324：ビスフェノールＡ吸着剤及びその利用（2013 年 3 月 4 日） 
29. 特願 2013-041281：改変された酢酸菌及びその利用（2013 年 3 月 1 日） 
30. 特願 2013-041280：目的遺伝子を欠損した酢酸菌の製造方法及びその利用（2013 年 3

月 1 日） 
 
◆受賞 
藤原伸介 日本生物工学会第 21 回論文賞「酢酸菌 Gluconacetobacter europaeus による分

岐鎖アミノ酸の生産」（2013 年 9 月 18 日） 
 
◆メディア掲載 
2014 年 6 月 29 日 神戸新聞「細胞の老化などに関係 テロメア修復仕組みを解明」
(http://www.kobe-np.co.jp/news/iryou/201406/0007097245.shtml) 
2014 年 4 月 8 日 日刊工業新聞「関西学院大など、テロメアの長さ保持するメカニズム解明」
(http://www.nikkan.co.jp/news/nkx1020140408eaat.html) 
2013 年 7 月 29 日 神戸新聞・朝刊 「心筋梗塞手術後の細胞傷害に光 関与する酵素を発

見」  
2013 年 3 月 6 日 日経産業新聞 「珪藻の光合成促す遺伝子・関学が発見、燃料合成・CO2

削減に期待」 
 
◆講演 
平井洋平 「毛にメリハリを与え毛根に強さを与えるタンパク質の機能調節」 毛髪科学技術

者協会講演会  2012 年 10 月 熱海 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 

該当なし。 

 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし。 

 

 

 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

該当なし。 

 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし。 
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１６ （千円）

１７
（千円）

神戸三田キャンパス
Ⅴ号館

H21 2,936㎡
14室（うち専有
研究室3室） 65 682,500

0

神戸三田キャンパス
Ⅶ号館

H27 127,825.05
37室（うち専有
研究室3室） 8 1,649,613 0

0

神戸三田キャンパス
Ⅳ号館

H13 18,289.44㎡
50室（うち専有
研究室4室） 146 2,514,641

設 備

研究費

平
成
2
5
年
度

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

14,331

0

施 設平
成
2
6
年
度

施 設

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1201039

24,868

平
成
2
4
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

設 備

研究費

研究施設面積

総 計

総

額

装 置

研究費

研究費

装 置

事業経費施　設　の　名　称

施 設

設 備

研究室等数 使用者数

平
成
2
7
年
度

設 備

装 置

設 備

平
成
2
8
年
度

43,490

0

0

0

39,199

0

33,63167,262 33,631

27,186 16,304

27,993 15,701

43,352 16,666

0 0 0 0

36,275 16,140

0 0

0 0

33,631 33,631 0 0 0 0

159,674 79,142 0 0 0 0

0

60,018

0

0

0 00 0

0 0

0

0

0

43,694

0

0

67,262

0

238,816

306,078

0

0

52,415

0

0

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

193,305 112,773

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

281004

補助主体
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※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

h

ｈ
ｈ
ｈ

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

  平成 年度

通信運搬費 150 通信費 150 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

印刷製本費 225 印刷費 225 論文別刷代、雑誌製本費、その他

実験器具、試薬代、その他

光　熱　水　費 7,125 光熱水費 7,125 電気・ガス、上水・下水、その他

26,250 私学助成

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

共焦点レーザー顕微鏡システム H21 Ａ１Ｒスキャナセット 1式 1095 39,375

計

通信運搬費

年　　　度

印刷製本費
旅費交通費

3,141

24

整備年度

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究支援推進経費

13,007

光　熱　水　費

224

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

論文別刷代、雑誌製本費、その他

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
8,825

印刷費
276 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

金　　額

13,007

計

（情報処理関係設備）

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

その他経費
報酬・委託料

2,312

マルチラベルプレートリーダー

補助金額

67,262 33,631
（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

LTQ Orbi Trap XL

事業経費

1800H25 電場型フーリエ変換質量分析計

プロジェクト番号 S1201039

1

H22 2104-0020A 1式
16,537ジェネティックアナライザ H22 1式 1500

（研究設備）

11,024
900 14,467 9,645

3500-150

8,825

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

実験器具、試薬代、その他
電気・ガス、上水・下水、その他

支　出　額

試薬・器具
光熱水費
通信費 276

学会出張代
3,141

224
1,747

29,532

修繕代 2,312

29,532

1,747
手数料

7,074
860

計

計

860

7,934

研究図書
備品7,074

1,733
0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

学術雑誌及び学術図書

学内２人（うち外国1人）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 0
1,733

0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

国内・海外研究旅費、公務出張費、その他
廃棄物処理料、実験補助、その他
修理代、会場費、参加費、その他

私学助成
私学助成

積　　算　　内　　訳

7,934

補助主体

私学助成

0
1,733

学内２人（うち外国１人）1,733

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 10,353 試薬・器具 10,353



（様式2）

法人番号 281004

  平成 年度

  平成 年度

（兼務職員）

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

計 36,909

報酬・委託料 6,614 手数料 6,614 廃棄物処理料、実験補助、その他

その他経費 1,461 修繕代 1,461 修理代、会場費、参加費、その他

印刷製本費 411 印刷費 411 論文別刷代、雑誌製本費、その他

旅費交通費 3,527 学会出張代 3,527 国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

光　熱　水　費 11,731 光熱水費 11,731 電気・ガス、上水・下水、その他

通信運搬費 100 通信費 100 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 13,065 試薬・器具 13,065 実験器具、試薬代、その他

研究支援推進経費 0

計 12,672 12,672 学内５人、学外２人（うち外国２人）　

学内５人（うち外国１人）　
ポスト・ドクター 6,672 6,672 学外２人（うち外国１人）

計 12,946 12,946

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

図　　　　書 719 研究図書 719 学術雑誌及び学術図書

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

計 18,076

報酬・委託料 3,934 手数料 3,934 廃棄物処理料、実験補助、その他

その他経費 474 修繕代 474 修理代、会場費、参加費、その他

印刷製本費 78 印刷費 78 論文別刷代、雑誌製本費、その他

旅費交通費 1,716 学会出張代 1,716 国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

光　熱　水　費 6,756 光熱水費 6,756 電気・ガス、上水・下水、その他

通信運搬費 29 通信費 29 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 5,089 試薬・器具 5,089 実験器具、試薬代、その他

研究支援推進経費 0

計 11,772 11,772 学内５人、学外３人（うち外国２人）　

学内５人
ポスト・ドクター 6,672 6,672 学外３人（うち外国２人）　

リサーチ・アシスタント 5,100 5,100

計 8,421 8,421

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

7,675

図　　　　書 746 研究図書 746 学術雑誌及び学術図書
備品

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

その他経費 805 修繕代 805 修理代、会場費、参加費、その他

計 23,297 23,297

旅費交通費 2,231 学会出張代 2,231 国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

報酬・委託料 2,408 手数料 2,408 廃棄物処理料、実験補助、その他

プロジェクト番号 S1201039

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 7,675

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

18,076

教育研究用機器備品 12,227 備品 12,227

リサーチ・アシスタント 6,000 6,000

（兼務職員）

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

36,909



（様式2）

法人番号 281004

  平成 年度

研究支援推進経費 0

計 13,806 13,806 学内6人（うち外国2人）　、学外3人（うち外国１人）

リサーチ・アシスタント 6,300 6,300 学内6人（うち外国2人）　
ポスト・ドクター 7,506 7,506 学外3人（うち外国１人）

計 4,804 4,804

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

3,544

図　　　　書 1,260 研究図書 1,260 学術雑誌及び学術図書

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

計 33,805

報酬・委託料 4,858 手数料 4,858 廃棄物処理料、実験補助、その他

その他経費 2,952 修繕代 2,952 修理代、会場費、参加費、その他

印刷製本費 122 印刷費 122 論文別刷代、雑誌製本費、その他

旅費交通費 2,041 学会出張代 2,041 国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

光　熱　水　費 11,078 光熱水費 11,078 電気・ガス、上水・下水、その他

通信運搬費 35 通信費 35 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 12,719 試薬・器具 12,719 実験器具、試薬代、その他

研究支援推進経費 0

計 14,808 14,808 学内4人（うち外国2人）　、学外3人（うち外国１人）

学内4人（うち外国2人）　
ポスト・ドクター 10,008 10,008 学外3人（うち外国１人）

計 8,301 8,301

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

図　　　　書 1,151 研究図書 1,151 学術雑誌及び学術図書

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究経費支出

S1201039

教育研究用機器備品 7,150 備品 7,150

リサーチ・アシスタント 4,800 4,800

プロジェクト番号

33,805

教育研究用機器備品 3,544 備品

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途








